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この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この製品は、公道以外の場所で主に人や資材を運搬
することを目的として製造されている汎用作業車です。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイトwww.Toro.comで、製品の安全な取
扱いや運転に関する講習資料、アクセサリ情報の閲
覧、代理店についての情報閲覧、お買い上げ製品の
登録などを行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1 にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。

g239545

図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるるととと、、、人人人身身身
事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示
すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意ややや安安安全全全注注注意意意標標標識識識のののつつついいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事
項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい図図図 2。。。注注注意意意、、、警警警告告告、、、おおおよよよびびび危危危
険険険 ののの文文文字字字ははは、、、人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててて
いいいままますすす。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな
人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

この機械は SAE B2258 - 要求に準拠して設計され
ています。

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してくださ
いこの製品を使用する人すべてが製品を良く知り、
警告の内容を理解してください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 周囲の人や動物を機械から十分に遠ざけてくださ
い。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• 整備や給油などを行う前には、必ず車両を停止さ
せ、エンジンを切り、キーを抜き取ってください。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識のついている遵守事項は必
ずお守りください注意、警告、および危険 の文字は、
人身の安全に関わる注意事項を示しています。これら
の注意を怠ると死亡事故などの重大な人身事故が発
生する恐れがあります。

このマニュアルの他の場所に書かれている注意事項も
必ずお守りください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたりし
た場合は新しいラベルを貼付してください。

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります。

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと 爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり

4. 保護メガネ等着用のこと。 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当て
を受けること

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal93-9850

93-9850

1. 修理や改造をしないことオペレーターズマニュアル を読む
こと。

decal93-9852

93-9852

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 2. 落下の危険シリンダロックを装着すること。

decal93-9868

93-9868

1. 手を潰される危険オペレーターズマニュアル を読むこと。

decal93-9879

93-9879

1. 負荷が掛かっている危険 オペレーターズマニュアル を読
むこと

93
-9

89
9

decal93-9899

93-9899

1. 落下の危険シリンダロックを装着すること。
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decal105-4215

105-4215

1. 警告 挟まれないように注意

decal105-7977

105-7977

1. タンク 2. 加圧側

decal106-2353

106-2353

1. 電気ソケット

decal106-2355

106-2355

1. 低速 3. トランスミッション 高速運
転禁止

2. 高速
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decal106-2377

106-2377

1. ロック 8. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. デファレンシャルロック 9. シャフトに巻き込まれる危険 周囲の人を十分に遠ざけること。

3. ロック解除 10. 油圧シリンダ縮む

4. 油圧ロック 11. 油圧シリンダ伸びる

5. 入 12. トランスミッション 高速

6. PTO 13. トランスミッション 低速

7. 切 14. 駐車ブレーキ

decal106-6755

106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告 高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険 オペレーター
ズマニュアル を読むこと。

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。
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decal106-7767

106-7767

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと 転倒注意 シートベ
ルトを着用すること 転倒方向と反対側に身体をそらすこと。

decal115-2047

115-2047

1. 警告 ― 高温部に触れないこと。

decal115-2281

115-2281

1. ヘッドライト 4. エンジン作動

2. ホーン警笛 5. エンジン始動

3. エンジン停止
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decal115-2282

115-2282

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告 可動部に近づかないこと 全部のガード類を正しく取り付けて運転すること。

3. 周囲の人間に打撲や手足の負傷の危険 周囲に人を近づけないこと 荷台に人を乗せないこと 乗車中は手足を車両外に出さないこ
と シートベルトを着用し、手すりを握ること。

decal115-7723

115-7723

1. 警告 油圧オイルの圧力は 124 bar124 kg/cm2=1800 psi。
2. カップラ A
3. カップラ B

decal115-7739

115-7739

1. 周囲の人が転落や衝突する危険 人を乗せないこと。

decal115-7741

115-7741

1. トランスミッションオイル関連の整備前に オペレーターズマ
ニュアル を読むこと

decal115-7756

115-7756

1. ハイフロー油圧: ON

decal115-7813

115-7813

1. 電源ソケット10 A 5. ライトとブレーキ15 A
2. スイッチ付き電源10 A 6. ハザードランプ10 A
3. 燃料ポンプと速度規制ス

イッチ10 A
7. 4WD、トランスミッション10

A
4. ホーンと電源ソケット15 A
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decal115-7814

115-7814

decal117-2718

117-2718

decal121-6286

121-6286

1. エンジン冷却液の量を車両
使用前に毎日点検する。
エンジン冷却液の点検をす
る前に オペレーターズマ
ニュアル を読むこと。

2. ラジエターを開けたり直接
冷却液を追加すると内部に
エアが混入してエンジンを
損傷する。冷却液は、補
助タンクに補給すること。

decal121-6287

121-6287

1. 補給口の根元まで冷却液を入れる。
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decal121-9776

121-9776

1. 警告初めて運転する前にオペレーターズマニュアルを読み適切
なトレーニングを受けること。

4. 警告 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジン
を停止し、キーを抜くこと。

2. 警告 聴覚保護具を着用のこと。 5. 転倒の危険旋回時は速度を落とすこと斜面の登り走行や横断
走行は低速で行うこと荷物を積んでいない場合でも時速 32km
以上で運転しないこと荷物を積んでの走行や不整地の走行は
速度に十分注意して行うこと。

3. 火災の危険 燃料補給前はエンジンを止めること。

decal136-1163

136-1163

1. 積載重量は 1591kg を限
度としてください。

2. 牽引重量トング重量は 273
kg を限度としてください。

decal137-9895

137-9895

1. 4x4 自動 ―― OFF

decal137-9896

137-9896

1. 4x4 「入」ボタン
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 ハンドル 1 ハンドルを取り付けますTCモデルの場
合のみ

ROPSフレーム 12 フランジヘッドボルト ½ x 1¼" 6 ROPS横転保護バーを取り付けます。

3 必要なパーツはありません。 – オイル類の量とタイヤ空気圧を点検す
る。

4 必要なパーツはありません。 – ブレーキの慣らし掛けを行います。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

TC モモモデデデルルルのののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

手手手順順順
1. ハンドルの背面でセンターカバーを止めつけてい

るタブ耳を外し、ハンドルのハブからセンターカ
バーを外す。

2. ハンドルシャフトからロックナットとワッシャを外す。

3. ハンドルとワッシャを順に取り付ける。

注注注 車両が真っ直ぐ前進する時にハンドルが正
面を向くスポークがT字になるようにハンドルの
位置を調整する。

注注注 出荷時に、ハンドルシャフトにダストカバー
を取り付けています。

4. 図 3に示すようにロックナットでハンドルを固定
し、24-29 N·m2.5-3.0 kg/m = 18-22 ft-lb にトル
ク締めする。

5. ハンドルのセンターカバーをハンドルのスロットに
合わせて押し込み、センターカバーをハンドル
ハブに固定する図 3。

g008397

図図図 3

1. ハンドルシャフト 5. ワッシャ

2. ダストカバー 6. ロックナット

3. ハンドル 7. カバー

4. ハンドルについているタブ
耳用のスロット

8. カバーについているタブ
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2
ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ROPSフレーム

6 フランジヘッドボルト ½ x 1¼"

手手手順順順
1. フランジヘッドボルト½ x 1¼"6本のねじ山にロッ

キングコンパウンド中程度整備時に外せるレベ
ルを塗りつける。

2. ROPSの両サイドを車両フレーム側面の取付け
穴に揃える図 4。

g009812

図図図 4

1. ROPS側の取り付けブラ
ケット

2. フランジヘッドボルト ½ x
1¼"

3. ROPS固定ブラケットを車体フレームに固定するフ
ランジヘッドボルト½ x 1¼"3本を使用する。図 4

4. フランジヘッドボルト ½ x 1¼"を115 N∙m 11.5
kg.m = 85 ft-lbにトルク締めする。

3
オオオイイイルルル類類類ののの量量量とととタタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧
ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 初めてエンジンを作動させる前と後に、エンジン

オイルの量を点検する エンジンオイルの量を点検
する (ページ 37)を参照。

2. 初めてエンジンを作動させる前に、トランスアク
スルオイルと油圧オイルの量を点検する トラン
スアクスル/油圧オイルの量を点検する (ページ
51) を参照。

3. 初めてエンジンを作動させる前に、ブレーキオイ
ルの量を点検する ブレーキオイル量の点検 (ペー
ジ 48) を参照。

4. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 20)を参照。

4
ブブブレレレーーーキキキののの慣慣慣らららししし掛掛掛けけけををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ブレーキの性能を最大限に発揮させるために、使用前
にブレーキの「慣らし掛け」を行ってください。

1. フルスピードで走行してブレーキを掛け、タイヤを
ロックさせないで急停車する。

2. これを10回繰り返す。ブレーキがオーバーヒー
トしないように停止と停止の間に1分間の間隔
を空ける。

重重重要要要 車車車両両両ににに 454kg ををを積積積載載載しししててておおおくくくととと最最最ももも効効効果果果
的的的ででですすす。。。
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製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動して作業を始める前に、各部分
の操作方法をよく知っておいてください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルル

g240582

図図図 5

1. ライトスイッチ 9. 始動キー

2. ハイフロー油圧スイッチTC
モデルのみ

10. 電源ソケット

3. ホーン TC モデルのみ 11. 走行速度制限スイッチ

4. タコメータ 12. エンジンオイル圧警告灯

5. アワーメータ 13. グロープラグインジケータ

6. 速度計 14. 充電インジケータ

7. 冷却水温度計及び警告灯 15. 4 輪駆動スイッチ4輪駆動
モデルのみ

8. 燃料計

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルル

アクセルペダル図 6は、走行中に車両の走行速度を
調整するペダルです。ペダルを踏み込むとエンジン
速度が上がって走行速度が上がります。ペダルの踏
み込みを浅くするとエンジン速度が下がって走行速度
が下がります。

g036549

図図図 6

1. クラッチペダル 3. アクセルペダル

2. ブレーキペダル

クククラララッッッチチチペペペダダダルルル

エンジンを始動する時やトランスミッションのギア操作を
行なう場合には、このクラッチペダル図 6を一杯に踏み
込んでクラッチを外してください。トランスミッションにギア
が入ったら、滑らかな動作でクラッチペダルから足をは
なしてください トランスミッションやその他の機器に無用
な磨耗を招かないよう、スムーズに操作してください。

重重重要要要 走走走行行行中中中ははは、、、クククラララッッッチチチペペペダダダルルルににに足足足をををのののせせせたたたままままままででで走走走
行行行しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。クククラララッッッチチチペペペダダダルルルかかかららら完完完全全全ににに足足足をををはははななな
しししててておおおかかかななないいいととと、、、クククラララッッッチチチががが発発発熱熱熱しししててて磨磨磨耗耗耗しししままますすす。。。坂坂坂道道道
ででで半半半クククラララッッッチチチででで車車車両両両ををを斜斜斜面面面ににに停停停止止止さささせせせるるるここことととははは絶絶絶対対対にににししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。クククラララッッッチチチががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル図 6は、車両を減速させたり停止させ
るのに使用します。

注注注意意意
ブブブレレレーーーキキキががが摩摩摩耗耗耗しししたたたりりり正正正しししくくく調調調整整整ささされれれててていいいなななかかかっっったたた
りりりすすするるるととと人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルルををを一一一杯杯杯ににに踏踏踏みみみ込込込んんんだだだ時時時にににペペペダダダルルルととと
運運運転転転台台台ののの床床床とととののの距距距離離離ががが 25 mm 以以以下下下とととなななるるるよよようううななな
ららら調調調整整整まままたたたははは修修修理理理ががが必必必要要要ででですすす。。。
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ギギギアアアシシシフフフトトトレレレバババーーー

クラッチペダルを一杯に踏み込んでからシフトレバー図
7を希望するギア位置にシフトします。シフトパターンは
下の図に示すとおりです。

g009160

図図図 7

重重重要要要 ギギギアアアののの切切切りりり替替替えええ後後後退退退へへへはははたたたははは前前前進進進へへへははは、、、車車車両両両ををを
完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててて行行行なななっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととトトトララランンン
スススミミミッッッシシショョョンンンををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注意意意
スススピピピーーードドドををを出出出しししたたた状状状態態態かかかららら急急急にににシシシフフフトトトダダダウウウンンンすすするるるととと
後後後輪輪輪がががスススリリリッッップププすすするるる場場場合合合がががああありりり、、、危危危険険険ででであああるるるばばばかかか
りりりかかか、、、クククラララッッッチチチやややトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを破破破損損損すすするるるおおお
そそそれれれもももあああるるる。。。

ギギギアアアににに無無無用用用ののの負負負担担担ををを掛掛掛けけけななないいいよよよううう、、、シシシフフフトトトはははスススムムムーーー
ズズズににに行行行うううこここととと。。。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッッククク

デファレンシャルロック図 8は後部車軸のギアをロックし
て走行力を増強する働きがあります。デファレンシャル
ロックは、走行中でも操作できます。

ロックするには、レバーを前へ、そして右へ動かしま
す。

注注注 デファレンシャルロックの操作には車両が動いてい
ることと、少しの旋回動作が必要です。

注注注意意意
デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククをををしししたたたままままままででで旋旋旋回回回すすするるるとととハハハンンン
ドドドルルル制制制御御御ががが不不不能能能ににになななるるる場場場合合合がががああありりり危危危険険険ででであああるるる。。。

小小小さささななな旋旋旋回回回をををすすするるるととときききややや高高高速速速ででで旋旋旋回回回すすするるる時時時ははは、、、デデデ
フフフ ァァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを解解解除除除すすするるるこここととと デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャ
ルルルロロロッッックククケケケーーーブブブルルルののの調調調整整整 (ペペペーーージジジ 44)ををを参参参照照照。。。

g240581

図図図 8

1. 駐車ブレーキレバー 5. ハイ・ロー・レンジ・シフター

2. 油圧昇降レバー 6. 4 輪駆動スイッチ4輪駆動
モデルのみ

3. 油圧昇降ロック 7. ギアシフトレバー

4. デファレンシャルロック

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキレレレバババーーー

エンジンを停止させたら、車体が不意に動き出さないよ
う、必ず駐車ブレーキ図 8を掛けてください。

• 駐車ブレーキレバーを引くとブレーキがかかります。

• レバーを下げると駐車ブレーキが解除されます。

注注注 車両を動かす前に駐車ブレーキを解除してく
ださい。

急斜面に駐車する場合には、駐車ブレーキを掛け、さ
らに、上り坂の場合にはギアを1速に、下り坂の場合
にはギアをバックに入れ、それぞれタイヤの下り側に
輪留めをかけてください。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降レレレバババーーー

荷台の昇降を行ないます。後ろに引くと荷台が上昇
し、前に倒すと降下します図 8。

重重重要要要 荷荷荷台台台ををを降降降下下下さささせせせるるる時時時ははは、、、降降降下下下ししし終終終わわわっっってててかかからららさささららら
ににに 1-2 秒秒秒間間間、、、レレレバババーーーををを前前前ににに倒倒倒しししたたたままままままででで保保保持持持ししし、、、荷荷荷台台台
ががが完完完全全全にににフフフレレレーーームムム位位位置置置まままででで降降降りりりるるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。たたた
だだだししし、、、油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダがががそそそののの行行行程程程ののの端端端まままででで到到到達達達しししたたたららら、、、
そそそこここかかかららら 5 秒秒秒間間間以以以上上上はははレレレバババーーーををを保保保持持持しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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油油油圧圧圧昇昇昇降降降ロロロッッッククク

車両に荷台を取り付けていない場合には、油圧シリン
ダが動かないように昇降レバー図 8をロックしておきま
す。また、アタッチメントを取り付けて使用している場合
には、レバーを ON 位置にロックすることができます。

ハハハイイイ・・・ロロローーー・・・レレレンンンジジジ・・・シシシフフフタタターーー

速度レンジを切り替えることで速度ギアが 3 つ増えるこ
とになり、より細かなギア選択ができます図 8
• ハイレンジからローレンジへ、あるいはその逆への

切り換えは、必ず車両を完全に停止させて行なって
ください。

• 切り替えは必ず平坦な場所で行ってください。

• クラッチペダルを一杯に踏み込んでください。

• レバーを前一杯に動かすとハイレンジ、後ろ一杯に
動かすとローレンジです。

HIGHハハハイイイレレレンンンジジジ荷物をあまり積まない状態、乾いた路
面、高速での走行用です。

LOWロロローーーレレレンンンジジジ低速で走行するためのレンジです。この
レンジは、通常よりも大きなパワーや微妙な操作を必要
とする時に使ってください。たとえば、急斜面、悪路、
重い荷物を搭載しているときでエンジンを高速回転させ
る必要があるとき液剤や砂などの散布に使用します。

重重重要要要 ハハハイイイレレレンンンジジジとととロロローーーレレレンンンジジジののの間間間ににに、、、ギギギアアアがががどどどちちちらららににに
ももも入入入らららななないいい位位位置置置ががが存存存在在在しししままますすす。。。こここののの位位位置置置をををニニニュュューーートトトラララルルル
ののの代代代わわわりりりにににしししななないいいでででくくくだだださささいいい ギギギアアアシシシフフフトトトレレレバババーーーがががいいいずずずれれれ
かかかのののギギギアアアににに入入入っっったたたままままままでででハハハイイイロロローーーシシシフフフタタターーーににに手手手ががが当当当たたたっっっ
たたたりりりすすするるるととと車車車両両両ががが不不不意意意ににに動動動ききき出出出すすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4 輪輪輪駆駆駆動動動ボボボタタタンンン
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

手動で 4 輪駆動へ切り替えたい場合は、走行しなが
ら、中央コンソールにある 4WD ボタン図 8を長押し
します。

キキキーーースススイイイッッッチチチ

キースイッチ図 5はエンジンの始動と停止を行うスイッ
チです。

始動キーには3つの位置がありますOFF、ON、
STARTです。キーを右に回して START 位置にする
と、スタータモータが作動します。エンジンが始動した
ら、すぐにキーから手を離してください。キーは自動的
にON位置に動きます。

キーを OFF 位置に回せばエンジンは停止します

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータは、左側コントロールパネルにあって本機
の稼働時間を積算表示します。図 5アワーメータは始
動スイッチをON位置に回すと始動し、エンジンが回転
している間作動を続けます。

3速速速ハハハイイイレレレンンンジジジ制制制限限限スススイイイッッッチチチ

3速ハイレンジ制限スイッチ図 5をSLOW位置にしてキー
を抜くとハイレンジが使えない設定になります。ハイレ
ンジでシフトレバーを 3 速に入れるとエンジンが自動的
に停止します。

注注注 キーはどちらの位置でも抜くことができます。

ララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

ライトスイッチ図 5を押すとヘッドライトの点灯・消灯を切
り替えることができます。

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンの回転中にエンジンオイルの圧力が危険域ま
で下がるとオイル圧警告灯図 5が点灯します。

重重重要要要 こここのののララランンンプププががが点点点滅滅滅ややや点点点灯灯灯ををを続続続けけけるるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジ
ンンンををを止止止めめめてててエエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。オオオ
イイイルルルががが減減減っっっててていいいててて、、、補補補給給給しししたたたのののににに、、、エエエンンンジジジンンン再再再始始始動動動時時時
にににララランンンプププががが消消消えええななないいい場場場合合合ははは、、、たたただだだちちちにににエエエンンンジジジンンンををを止止止めめめててて
Toro ののの正正正規規規代代代理理理店店店にににごごご連連連絡絡絡くくくだだださささいいい。。。

以下の要領で警告ランプ類の作動を確認してください

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. キーをON/PREHEAT位置に回すが、エンジンは始
動させない。

注注注 オイル圧警告灯が赤く点灯する。点灯しない
場合には、電球が切れているか監視回路に異常
が発生しているので、必ず原因を突き止めて修
理を行なう。

注注注 エンジンを停止させた直後は、1-2 分間待た
ないとランプが点灯しない場合があります。

グググロロローーープププラララグググイイインンンジジジケケケーーータタタララランンンプププ

グロープラグインジケータランプ図 5は、グロープラグ
が作動中に赤く点灯します。

重重重要要要 始始始動動動スススイイイッッッチチチががが START位位位置置置ににに戻戻戻っっってててかかからららさささらららににに
15秒秒秒間間間、、、グググロロローーープププラララグググイイインンンジジジケケケーーータタタががが点点点灯灯灯しししままますすす。。。

冷冷冷却却却水水水温温温度度度計計計及及及びびび警警警告告告灯灯灯

冷却水温度計もランプも、キースイッチがON位置にあ
る時のみ作動し、冷却液の温度を示します図 5。エン
ジンがオーバーヒートすると警告灯が点滅します。
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充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ

充電インジケータは、バッテリーが放電しているときに
点灯します。走行中にこのランプが点灯した場合に
は、車両を停止させ、エンジンを止めて原因を調べ
てください オルタネータベルトが切れているなどの場
合があります図 5。

重重重要要要 オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトがががゆゆゆるるるんんんでででいいいたたたりりり、、、切切切れれれててていいい
たたたりりりしししたたた場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず調調調整整整ややや修修修理理理ををを行行行なななっっってててかかかららら車車車
両両両ををを使使使用用用すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいい
ととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

以下の要領で警告ランプ類の作動を確認してください

• 駐車ブレーキを掛ける。

• キーをON/PREHEAT位置に回すが、エンジンは始動
させない。冷却水温度、充電警告、エンジンオイ
ル圧の警告灯がそれぞれ点灯する。点灯しないラ
ンプがあった場合には、電球が切れているかそれ
ぞれの監視回路に異常が発生しているので、必ず
原因を突き止めて修理を行なう。

燃燃燃料料料計計計

燃料計は、燃料タンクに残っている燃料の量を表示し
ます。キースイッチがON位置の時にのみ作動します図
5。燃料計にある赤いゾーンは、燃料残量が少なくなっ
ている時のゾーンです。このゾーンではランプが赤く点
滅して燃料切れが近いことを警告します。

4 輪輪輪駆駆駆動動動スススイイイッッッチチチ
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

4WDスイッチが図 5 ON位置にある時には、後輪が空
回りしていることをセンサーが検知すると車両は自動的
に 4 輪駆動に切り替わります。4 輪駆動になっている
間は、4WD スイッチランプが点灯します。

ハハハイイイフフフロロローーー油油油圧圧圧スススイイイッッッチチチ
TC モモモデデデルルルのののみみみ

ハイフロー油圧装置を ON にするスイッチです図 5。

ホホホーーーンンンボボボタタタンンン
TC モモモデデデルルルのののみみみ

押すと警笛がなります図 5。押すと警笛がなります。

タタタコココメメメーーータタタ

タコメータは、エンジンの回転数を表示します図 5と
図 9。

注注注 白い三角マークはPTOを使用する際の適正回転数
540 rpmです。

g010514

図図図 9

1. エンジン速度rpm 2. PTO速度 540 rpmに必要
な回転数は 3300 rpm

速速速度度度計計計

速度計は車両の走行速度を表示します図 5。速度計の
表示単位は mphマイル毎時ですが、簡単にkm/hに切
り替えることができます 速度表示単位の切替え (ページ
51)を参照してください。

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電動アクセサリ用に電源ソケット図 5から12 Vの電源を
とることができます。
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助助助手手手席席席用用用手手手すすすりりり

助手席用の手すりがダッシュボードについています
図 10。

g009815

図図図 10

1. 助手席用手すり 2. 物入れ

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

好みに合わせて座席の前後位置を調整することがで
きます図 11。

g021227

図図図 11

1. 座席調整レバー
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があります。

全幅: 160 cm

荷台なし 326 cm

フルサイズ荷台付き 331 cm全長

2/3サイズ荷台を後ろ寄りに取り付け346 cm

モデル 07385: 887kg

モデル 07385H: 887kg

モデル 07385TC: 924kg

モデル 07387: 914kg

モデル 07387H: 914kg

基本重量乾燥重量

モデル 07387TC: 951kg

モデル 07385: 1471kg

モデル 07385TC: 1435kg

モデル 07387: 1445kg
定格積載重量運転手の体重 91kg、助手席乗員の体重 91kg、搭
載されているアタッチメントを含む

モデル 07387TC: 1408kg

車両総重量GVW 2359kg

トング重量272kg
牽引能力

トレーラ最大重量 1587kg

地上高 18 cm何も積載していない場合

ホイールベース 118 cm

前輪 117 cm
トレッドセンターライン間

後輪 121 cm

高さ 191 cmROPS最上部まで

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそろっており、マシンの機能をさらに広げることができます。詳
細は弊社の正規サービスディーラ、または代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト www.Toro.com でも
すべての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ずToroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアクセサリを
御使用になると危険な場合があり、製品保証を受けられなくなる場合がありますのでおやめください。
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運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• 車両についている手すりの数を超える人数を乗せな
いでください。

• 安全装置やステッカー類が所定の場所あることを
確認してください。機能しない安全装置はすべて交
換、読めないステッカーはすべて貼り替えてくださ
い。これらが正しく機能しない時には機械を使用
しないでください。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ

い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分
に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

毎毎毎日日日ののの整整整備備備作作作業業業ををを実実実施施施すすするるる
毎日の運転前に、保守 (ページ 29)に記載されている
「使用ごと/毎日の点検整備」を行ってください。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

前前前タタタイイイヤヤヤののの規規規定定定空空空気気気圧圧圧2.20 bar2.24 kg/cm2 = 32 psi

後後後タタタイイイヤヤヤののの規規規定定定空空空気気気圧圧圧1.24 bar2.24 kg/cm2 = 18 psi

重重重要要要 タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧はははひひひんんんぱぱぱんんんににに点点点検検検しししててて適適適正正正ににに保保保っっっててて
くくくだだださささいいい。。。空空空気気気圧圧圧ががが適適適正正正でででななないいいととと、、、タタタイイイヤヤヤののの摩摩摩耗耗耗ががが通通通常常常
よよよりりり早早早くくくなななっっっててて四四四輪輪輪駆駆駆動動動ででできききなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

図 12は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

g010294

図図図 12

1. 空気圧不足のタイヤ

図 13は空気圧過多で生じる磨耗の例です。

g010293

図図図 13

1. 空気圧が高すぎるタイヤ
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燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
硫黄分の少ない微量500ppm 未満、または極微
量15ppm 未満の新しい軽油またはバイオディーゼル
燃料以外は使用しないでください。セタン値が 40以上
のものをお使いください。燃料の劣化を避けるため、
180日以内に使いきれる程度の量を購入するように
してください。

• 気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用しま
すが、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽
油または1号と2号の混合を使用してください。

• 低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点や
流動点が下がってエンジンが始動しやすくなるば
かりでなく、燃料の成分分離ワックス状物質の沈
殿によるフィルタの目詰まりを防止できるなどの利
点があります。

注注注 気温が -7 ℃以上の季節には夏用燃料を使用する
方が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソリリリンンンををを使使使
わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいとととエエエンンンジジジンンンががが破破破
損損損しししままますすす。。。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの使使使用用用にににつつついいいててて

このマシンは、バイオディーゼル混合燃料の使用が可
能であり、B20クラスバイオディーゼル20 軽油80 まで
の製品に対応しています。ただし、混合されている軽
油のイオウ含有量は低レベルまたは極低レベルである
必要があります。以下の注意を守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分がASTM D6751 または
EN 14214規格に適合していること。

• 軽油成分がASTM D975またはEN 590規格に適合
していること。

• バイオディーゼル混合燃料を使った場合、塗装部
が劣化する可能性があります。

• 気温の低い場所でバイオディーゼル燃料を使う場合
には、B5バイオディーゼル成分が5 またはそれ以
下の製品をお使いください。

• 燃料と直接接触する部材、すなわちシール、ホー
ス、ガスケットなどの経時劣化が早まる可能性があ
りますから、適切に点検してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからしば
らくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こす可能性
があります。

• 詳細については、代理店にお問い合わせください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量22 リットル

1. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭く。

2. 燃料タンクのキャップを取る図 14。

g009814

図図図 14

1. 燃料タンクのキャップ

3. タンクの天井給油口の根元から少し下まで燃料を
入れ、キャップをはめる

注注注 燃燃燃料料料ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

4. こぼれたガソリンは火災防止のためにすぐに拭
き取る

新新新車車車ののの慣慣慣らららししし運運運転転転
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 100 時間—慣らし運転

のためのガイドライン

新しい車両の性能がフルに発揮され永くお使いいだけ
るよう、以下のことをお守りください

• ブレーキの慣らし掛けができていることを確認する4
ブレーキの慣らし掛けを行う (ページ 13)を参照。

• エンジンオイルその他の液類の量を定期的に点検
する。車両そのものや、車両を構成している機器
が過熱していないか注意を払う。

• エンジンが冷えている時には、始動後 15 秒間程度
のウォームアップを行う。

注注注 寒い日に運転する場合には十分にエンジンを
ウォームアップしてください。

• 意識的に速度を変えながら走行する。急発進や
急停止をしない。

• エンジンオイルの初期交換は不要。初期オイルに
は通常のエンジンオイルを使用している。

• 初期整備については 保守 (ページ 29)を参照する。

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの動動動
作作作ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
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インタロックシステムは、クラッチペダルを踏まない
限りエンジンがクランキングできないようにする安全
装置です。

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいいこここととと。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

注注注 アタッチメントのインタロックの点検については、そ
れぞれのアタッチメントの オペレーターズマニュアル を
参照してください。

クククラララッッッチチチのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの点点点検検検
1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっているの

を確認する。

2. シフトレバーをニュートラル位置にする。

注注注 油圧昇降レバーが前位置にロックされていると
エンジンを始動することができません。

3. クラッチペダルを踏まずにキーを右にSTART位
置まで回す。

注注注 クランキングする場合はインタロックスイッチが
故障しているので、運転前に修理する。

油油油圧圧圧昇昇昇降降降レレレバババーーーのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッ
チチチののの点点点検検検
1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっているの

を確認する。

2. シフトレバーをニュートラル位置にし、油圧昇降レ
バーが中央位置になっていることを確認する。

3. クラッチペダルを踏み込む。

4. 油圧昇降レバーを前に動かし、キーをSTART
位置に回す。

注注注 クランキングする場合はインタロックスイッチが
故障しているので、運転前に修理する。

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 座席以外の場所に人を乗せないでください。荷台に
人を乗せないでください。作業場所から人や動物を
十分に遠ざけてください。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護具
を着用してください。長い髪は束ねてください。垂
れ下がるような装飾品は身に着けないでください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 屋外または換気のよい場所以外では本機を運転し
ないこと。

• アタッチメントに過負荷を掛けないでください。また、
車両総重量GVWの範囲内で使用してください。

• 重い荷を積んで運転するときは、安全に十分注意
してください。積載重量が大きいほど停止や旋回
が難しくなります。

• また、荷台からはみ出すように積載した場合も、
車両の安定性が損なわれます。

• 液体タンクなど、車両に固定するのが難しいもの
を搭載している時はハンドリング、ブレーキング、
車両の安定性に影響が出ます。

• エンジンを掛ける前に、トランスミッションがニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• 運転中は必ず全員が着席してください可能な限り
両手でハンドルを握り、助手席の人は必ず手すり
を握ってください。また、手足を車外に出さないよ
うにしてください。

• 運転は良好な視界のもとで行ってください。隠れた
穴、わだち、盛り上がり、石などの見えない障害に
警戒を怠らないでください。不整地では機体が転倒
する可能性があります。深い芝生に隠れて障害物
が見えないことがあります。見通しの悪い曲がり角
や、茂み、立ち木などの障害物の近くでは安全に
十分注意してください。

• 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がった木の
枝、門、歩道橋などの下を通り抜けるときは安全を
必ず確認してください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどで運
転しないでください。万一車輪が段差や溝に落ち
たり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒
し、非常に危険です。

• この車両で公道上を走行する場合には、各地域の
法令などに従い、また、ヘッドライド、方向指示
器、低速走行車両表示など、定められたアクセサ
リを必ず装備してください。

• 万一、機体に異常な振動を感じたら、直ちに運転
を中止し、エンジンを止めてキーを抜き、本機の全
ての動作が停止するのを待ち、それから点検にか
かってください。破損部は必ず修理・交換してから
運転するようにしてください

• 不整地、ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴
の近くなど路面が一定でない場所では必ず減速して
ください。また、そのような場所を走行する場合に
は、積荷を減らしてください。車体が揺れると重心
が移動し、運転が不安定になります。
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• 路面がぬれているときは、車両の停止距離が長く
なります。ブレーキが濡れて利かなくなった、平ら
な場所で、ブレーキペダルを軽く踏み込んだままし
ばらく低速で運転しましょう。

• 路面の状態が急に変化するとハンドルが突然回転
し、手や腕にけがをする場合があります。走行速
度を落とし、ハンドルは円周部をやわらかく握り、
両親指をスポークに引っ掛けないようにハンドル
を保持しましょう。

• 荷台を外して運転する時にも、走行速度を落として
ください。車両後部が軽いとブレーキを掛けたとき
に後輪がロックしやすくなり、ロックすると車両を制
御できなくなって危険です。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、トラ
ンスミッション、マフラー、排気管などに触れると火
傷の危険がありますから手を触れないでください。

• エンジンの掛かっているマシンからは離れないで
ください。

• 運転位置を離れる前に

– 平らな場所に停車してください。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– 荷台を降下させる。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 落雷の危険がある時には運転しないでください。

• 弊社Toro® カンパニーが認めた以外のアクセサリや
アタッチメントを使用しないでください。

横横横転転転保保保護護護バババーーーROPSにににつつついいいてててののの安安安全全全
確確確認認認
• POPSは機体から外外外さささななないいいでください。

• 必ずシートベルトを着用し、緊急時にはシートベルト
を迅速に外せるよう練習しておいてください。

• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPSが破損した場合は新しいものに交換してくださ
い。修理したり改造しての使用はしないでください。

固固固定定定式式式 ROPS 搭搭搭載載載機機機

• ROPS横転保護バーはマシンと一体で使用する
重要な安全装置です。

• 運転時には必ずシートベルトを着用してください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは重
大な人身事故につながります。

• 各斜面の実地調査を行い、乗り入れて良い斜面、
乗り入れてはいけない斜面を決めておくようにしま
しょう。この調査においては、常識を十分に働か
せてください。

• 斜面での作業に自信が持てない時は、作業を行
わないでください。

• 斜面では動作も運転操作もゆっくりと行うことが原
則です。走行速度や走行方向を突然変えないで
ください。

• ぬれた場所での運転は避けてください。走行できな
くなる可能性があります。タイヤが走行力を維持し
ていても転倒する場合があります。

• 斜面ではまっすぐに上るか下るかしてください。。

• 坂を登りきれないと感じた時はゆっくりとブレーキを
踏み、バックでまっすぐに ゆっくりと下がってください

• 斜面を登りながらや下りながらの旋回は危険です。
斜面で旋回しなければいけないときは、十分に減
速し、慎重に操作してください。

• 車両重量が大きいときは斜面での安定が悪くなりま
す。斜面で運転する時や重心の高いものを積んで
走る時には重量をなるべく軽くし、速度を落として
運転してください。荷台に資材を積む場合には、
荷崩れを起こさないようにしっかりと固定してくださ
い。荷崩れしやすいもの液体、石、砂などは十
分に注意してください。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。特に
荷を積んでいる場合はこの注意を守ってください。
下り坂では平地に比べて停止に長い距離が必要に
なります。斜面で停止しなければならない場合に
は、転倒の危険を避けるために急停止や急な速度
変更をしないでください。バックで斜面を下っている
ときに急ブレーキを掛けないでください。後方に転
倒する危険があります。

積積積荷荷荷ののの安安安全全全ななな積積積みみみ下下下ろろろししし
• 荷台に荷物を積んで運転するときや、トレーラなど

の牽引を行う場合、またこれらを同時に行う場合
には、定格総積載重量GWVを守ってください仕
様 (ページ 19)を参照。

• また、荷物は荷台に均等に積んで、車両の安定
性を確保してください。

• ダンプする時には、後方に人がいないことを確認
してください。

• 斜面を横切るように駐車した状態では、ダンプ操作
をしないでください。重心の急変により車両が転倒
する危険があります。
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荷荷荷台台台ののの操操操作作作

荷荷荷台台台ををを上上上げげげるるる

警警警告告告
上上上昇昇昇さささせせせたたた荷荷荷台台台ががが万万万一一一落落落下下下すすするるるととと、、、荷荷荷台台台ののの下下下にににいいい
るるる人人人ににに非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

• 荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるる時時時ははは、、、必必必ずずず支支支持持持棒棒棒ででで荷荷荷
台台台ををを支支支えええててておおおくくく。。。

• 荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台ををを空空空にににしししててておおお
くくく。。。

警警警告告告
荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせたたたままままままででで走走走行行行すすするるるととと転転転倒倒倒ののの危危危険険険ががが
増増増大大大すすするるる。。。まままたたた、、、荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせたたたままままままででで走走走行行行すすす
るるるととと荷荷荷台台台ががが破破破損損損さささせせせるるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

• 運運運転転転すすするるる時時時ははは必必必ずずず荷荷荷台台台ををを下下下げげげててておおおくくく。。。

• ダダダンンンプププ操操操作作作ををを終終終えええたたたららら必必必ずずず荷荷荷台台台ををを下下下げげげるるるよよようううににに
すすするるる。。。

注注注意意意
荷荷荷台台台ののの後後後部部部ににに積積積荷荷荷ががが集集集中中中しししててていいいるるるととと、、、ラララッッッチチチををを開開開
けけけたたた際際際ににに荷荷荷台台台ががが急急急ににに開開開いいいててて周周周囲囲囲ののの人人人間間間がががけけけがががををを
すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 積積積荷荷荷はははででできききるるる限限限りりり荷荷荷台台台ののの中中中央央央ににに載載載せせせるるる。。。

• ラララッッッチチチををを開開開放放放すすするるる際際際にににははは、、、荷荷荷台台台ををを手手手でででしししっっっかかかりりり
ととと押押押さささえええ、、、荷荷荷台台台ににに寄寄寄りりりかかかかかかっっっててていいいるるる人人人間間間ややや荷荷荷台台台
のののすすすぐぐぐ後後後ろろろににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

• 整整整備備備のののたたためめめににに荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせるるる際際際にににははは、、、荷荷荷台台台
かかかららら積積積荷荷荷をををすすすべべべててて降降降ろろろすすす。。。

レバーを後ろに引くと荷台が上昇します図 15。

g024612

図図図 15

1. 荷台のレバー

荷荷荷台台台ををを下下下げげげるるるにににははは

警警警告告告
荷荷荷台台台ははは相相相当当当ののの重重重さささににになななるるる。。。万万万一一一手手手なななどどどををを挟挟挟まままれれれるるる
ととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

荷荷荷台台台ををを降降降ろろろすすすととときききにににははは、、、荷荷荷台台台ににに手手手やややそそそののの他他他ののの部部部分分分
ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

レバーを前へ押すと荷台が下降します図 15。

テテテーーールルルゲゲゲーーートトトののの開開開けけけ方方方
1. 荷台が完全に降りていてラッチが掛かっている

ことを確認する。

2. 荷台の左右にあるラッチを解放してテールゲート
を下げる図 16。

g026141

図図図 16

1. ラッチハンドル 3. ラッチピン

2. ラッチゲート

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっているの

を確認する。

2. PTOとハイフロー油圧装置を搭載している場合は
それぞれを解除、ハンドスロットル装備車ではハ
ンドスロットルをOFFにする

3. シフトレバーをニュートラル位置にし、クラッチ
を踏み込む。

4. 油圧昇降レバーが中央位置になっているのを
必ず確認しておくこと。

24
 



5. アクセルから足を離したままの状態で、

6. キースイッチを ON 位置にする。

注注注 グロープラグインジケータランプが点灯した
ら、エンジンを始動できる。

7. キースイッチを START 位置にする。

注注注 エンジンが始動したらすぐにキーから手を放
す。キーは RUN 位置に戻る。

注注注 始動スイッチが RUN位置に戻ってからさらに15秒
間、グロープラグインジケータが点灯します。

注注注 スタータモータのオーバーヒートを防止するため、ス
タータは10秒間以上連続で回転させないでください。
10秒間回してもエンジンが掛からない場合は、キーを
OFF位置に戻し、コントロール類や始動手順を確認し
て、10秒待ってからもう一度スタータを回してください。

4WD へへへののの変変変更更更方方方向向向
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

自動 4 輪駆動を有効にするには、ロッカースイッチの
上側の 4X4 AUTO を押してください図 17。

g227244

図図図 17

1. 4x4 自動 ―― ON 2. 4x4 自動 ―― OFF

4WDスイッチが ON位置にある時には、後輪が空回り
していることをセンサーが検知すると車両は自動的に
4 輪駆動に切り替わります。4 輪駆動になっている間
は、4WD スイッチランプが点灯します。

重重重要要要 後後後退退退走走走行行行でででははは、、、 4 輪輪輪駆駆駆動動動へへへののの自自自動動動切切切りりり替替替えええははは行行行
わわわれれれままませせせんんん。。。

後後後退退退走走走行行行時時時ににに 4 輪輪輪駆駆駆動動動へへへ切切切りりり替替替えええたたたいいい場場場合合合ははは、、、手手手動動動
ででで 4WD ボボボタタタンンンををを押押押しししててて切切切りりり替替替えええををを行行行いいいままますすす。。。

手動で 4 輪駆動へ切り替えたい場合は、走行しなが
ら、中央コンソールにある 4WDボタンを長押しします。

注注注 4WD ボタンを押している間だけ 4 輪駆動になりま
す自動 4 輪駆動モードでは、4WD スイッチを AUTO に
しておく必要はありません。

マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるる
1. 駐車ブレーキを解除する。

2. クラッチを一杯に踏み込む。

3. シフトレバーを速に入れる。

4. アクセルペダルを踏み込みながらクラッチペダル
からスムーズに足を離す。

5. 速度が十分に出たらアクセルペダルから足をは
なし、クラッチペダルを一杯に踏み込んでシフト
レバーを次のギアにシフトして、アクセルペダル
を踏み込みながらクラッチペダルからスムーズに
足をはなす。

6. この操作を繰り返して希望の走行速度まで加速
する。

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退へへへ、、、あああるるるいいいはははそそそののの逆逆逆ににに切切切りりり
換換換えええるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててて
行行行なななっっってててくくくだだださささいいい。。。

注注注 長時間にわたってエンジンをアイドリングさせ
ないでください。

エンジンの回転数が 3,600rpm の時の各ギアで
の走行速度は以下の表の通りです。

ギギギアアア レレレンンンジジジ 比比比 速速速度度度kmh 速速速度度度マママイイイ
ルルル/時時時

1 L 82.83 : 1 4.7 2.9

2 L 54.52 : 1 7.2 4.5

3 L 31.56 : 1 12.5 7.7

1 H 32.31 : 1 12.2 7.6

2 H 21.27 : 1 18.5 11.5

3 H 12.31 : 1 31.9 19.8

R L 86.94 : 1 4.5 2.8

R H 33.91 : 1 11.6 7.1

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの押押押しししがががけけけややや引引引きききがががけけけをををしししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。駆駆駆動動動系系系統統統ををを破破破損損損すすするるるおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。

車車車両両両ののの停停停止止止手手手順順順
アクセルペダルから足を放し、ブレーキペダルをゆっく
り踏み込むと車両は停止します。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. キーを OFF 位置にして抜き取る。
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デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククののの使使使用用用

警警警告告告
斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすするるる。。。

• デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを使使使用用用すすするるるととと、、、牽牽牽引引引力力力ががが
アアアッッップププすすするるるががが、、、同同同時時時ににに、、、旋旋旋回回回がががででできききななないいいほほほどどど急急急
ななな斜斜斜面面面なななどどどにににももも登登登れれれるるるよよようううににになななるるるなななどどど、、、潜潜潜在在在的的的
ななな危危危険険険性性性ももも大大大きききくくくなななるるる。。。デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを
使使使用用用すすするるる時時時、、、特特特ににに急急急ななな斜斜斜面面面でででははは注注注意意意ををを払払払うううこここととと

• デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを使使使用用用中中中ににに高高高速速速ででで旋旋旋回回回
ををを行行行っっっててて内内内側側側ののの後後後輪輪輪ががが宙宙宙ににに浮浮浮くくくととと車車車両両両ののの制制制御御御ががが
ででできききなななくくくなななりりり横横横滑滑滑りりりををを起起起こここすすすここことととがががあああるるる。。。デデデフフファァァ
レレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククははは低低低速速速でででのののみみみ使使使用用用すすするるるこここととと。。。

注注注意意意
デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククをををしししたたたままままままででで旋旋旋回回回すすするるるとととハハハンンン
ドドドルルル制制制御御御ががが不不不能能能ににになななるるる場場場合合合がががああありりり危危危険険険ででであああるるる。。。小小小
さささななな旋旋旋回回回をををすすするるるととときききややや高高高速速速ででで旋旋旋回回回すすするるる時時時ははは、、、デデデフフフ
ァァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククををを解解解除除除すすするるるこここととと。。。

デファレンシャルロックは、後ろ2輪をロックして輪だけ
が空転しないようにして走行力を高めるものです。ぬれ
た芝面などの滑りやすい場所で重量物を運ぶ時や、斜
面を登る時、砂地を走行する時などにデファレンシャル
ロックが威力を発揮します。しかし、この機能はあくま
でも限られた状況で一時的に使用するための機能で
す。安全に注意して使ってください。

デファレンシャルロックを掛けると左右の後輪が同じ速
度で回転するようになります。従って、小回り機能が若
干制限されるようになり、旋回時に芝を削る場合もでて
きます。デファレンシャルロックは必要な時に限って使
用するようにし、ローギア又はセカンドギアで、速度を
落として使用してください。

油油油圧圧圧コココンンントトトロロローーールルルををを使使使用用用すすするるる
エンジン回転中は、常に油圧制御機能によってポンプ
から油圧パワーが供給されています。油圧パワーは車
両後部のクイックカップラから取り出すことができます。

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここしししままますすす。。。

油油油圧圧圧クククイイイッッックククカカカッッップププラララ ののの接接接続続続ややや取取取りりり外外外しししははは、、、安安安全全全
ををを十十十分分分ににに確確確認認認しししててて行行行うううこここととと。。。必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを降降降下下下さささ
せせせ、、、リリリモモモーーートトト油油油圧圧圧をををフフフロロローーートトト位位位置置置にににセセセッッットトトししし、、、油油油圧圧圧
回回回路路路内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放しししてててかかかららら着着着脱脱脱作作作業業業
ににに掛掛掛かかかるるるよよようううにににすすするるる。。。

重重重要要要 ひひひとととつつつのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを複複複数数数ののの車車車両両両ででで共共共用用用しししててていいい
るるる場場場合合合、、、トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンオオオイイイルルルののの相相相互互互汚汚汚染染染ががが生生生じじじるるる

可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。そそそののの場場場合合合はははトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンオオオイイイ
ルルルををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。.

荷荷荷台台台用用用ののの油油油圧圧圧昇昇昇降降降装装装置置置ををを使使使っっってててのののアアア
タタタッッッチチチメメメンンントトトののの操操操作作作
• OFF 位位位置置置

使用していない時の通常位置です。コントロールバ
ルブのワークポートは閉じており、負荷はすべて両
方向ともチェックバルブが受けます。

• 上上上昇昇昇クククイイイッッックククカカカッッップププラララ「「「A」」」位位位置置置

荷台を上げたり、リアヒッチを上げたりする位置
で、クイックカップラ「A」に油圧が掛かりますま
た、クイックカップラ「B」からの戻りオイルがバル
ブに戻った後にオイル溜めに戻ります。この位置
は連続して使用する位置ではなく、レバーから手を
離すとOFFに戻ります。

g009822

図図図 18

1. クイックカップラ「A」位置 2. クイックカップラ「B」位置

• 下下下降降降クククイイイッッックククカカカッッップププラララ「「「B」」」位位位置置置

荷台を下げたり、リアヒッチを下げたりする位置
で、クイックカップラ「B」に油圧が掛かりますま
た、クイックカップラ「A」からの戻りオイルがバル
ブに戻った後にオイル溜めに戻ります。この位置
は連続して使用する位置ではなく、レバーから手
を離すとOFFに戻ります。また、この位置で一時
的にレバーを保持し、その後に手を離すとクイック
カップラ「B」にオイルが流れて、リアヒッチに下
向きの押圧が掛かります。手を離してもヒッチへの
押圧が保持されます。

重重重要要要油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででレレレバババーーーををを「「「下下下
降降降」」」位位位置置置ににに保保保持持持すすするるるととと、、、オオオイイイルルルがががリリリリリリーーーフフフバババルルルブブブへへへ
抜抜抜けけけ、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

• ON 位位位置置置

下降クイックカップラ「B」位置と似ていますが、レ
バー位置が固定される点が異なります。これによ
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り、油圧モータを使用する機器に連続的にオイル
を送ることができます。

こここののの位位位置置置ははは、、、モモモーーータタタををを取取取りりり付付付けけけててて使使使用用用すすするるるかかか、、、ごごごくくく
短短短時時時間間間ののの使使使用用用にににとととどどどめめめてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを何何何ももも取取取りりり付付付けけけなななかかかっっったたたりりり油油油圧圧圧
シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけたたたりりりしししてててON 位位位置置置ををを使使使用用用すすするるるととと
オオオイイイルルルがががリリリリリリーーーフフフバババルルルブブブへへへ抜抜抜けけけ、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが
損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。こここののの位位位置置置ははは、、、モモモーーー
タタタををを取取取りりり付付付けけけててて使使使用用用すすするるるかかか、、、ごごごくくく短短短時時時間間間ののの使使使用用用ににに
とととどどどめめめてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの取取取りりり付付付けけけががが終終終了了了しししたたたららら、、、油油油圧圧圧
オオオイイイルルルののの油油油量量量点点点検検検ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。次次次にににアアアタタタッッッチチチメメメ
ンンントトトののの作作作動動動ををを点点点検検検しししままますすす。。。操操操作作作ををを数数数回回回行行行っっっててて内内内部部部ののの
エエエアアアをををパパパーーージジジしししててて、、、そそそののの後後後にににもももううう一一一度度度油油油量量量ののの点点点検検検ををを
行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト用用用のののシシシリリリンンンダダダにににオオオイイイルルル
ががが出出出入入入りりりすすするるるたたためめめトトトララランンンスススアアアクククスススルルル内内内のののオオオイイイルルル量量量ががが
若若若干干干変変変化化化しししままますすす。。。オオオイイイルルル不不不足足足ででで運運運転転転すすするるるととと、、、ポポポンンンプププ
やややリリリモモモーーートトト油油油圧圧圧シシシススステテテムムム、、、パパパワワワススステテテ、、、トトトララランンンスススアアアクククススス
ルルルなななどどどををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら十十十分分分注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

クククイイイッッックククカカカッッップププラララのののつつつなななぎぎぎ方方方
重重重要要要 クククイイイッッックククカカカッッップププラララををを十十十分分分にににきききれれれいいいにににしししてててくくくだだださささいいい。。。
カカカッッップププラララががが汚汚汚れれれててていいいるるるととと油油油圧圧圧シシシススステテテムムム全全全体体体ががが汚汚汚染染染ささされれれままま
すすすのののででで注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. カップラについているロッキングリングを後ろに
引く。

2. カチッと音がするまでカップラにホースニップル
を差し込む。

注注注 外部装置をクイックカップラに接続する場合には、そ
の装置のどちら側から油圧をかけることが必要なのか
を確認し、そちらの側をカップラBに接続します クイック
カップラB は、レバーを前に倒した時と ON 位置に固
定したときに油圧が掛かる側です。

クククイイイッッックククカカカッッップププラララののの外外外ししし方方方
注注注 車両とアタッチメントの両方を停止させた状態で、油
圧昇降レバーを数回前後に動かし、内部の圧力を解放
するとクイックカップラが外しやすくなります。

1. カップラについているロッキングリングを後ろに
引く。

2. カップラからホースをゆっくり引き抜く。

重重重要要要 カカカッッップププラララををを使使使用用用しししててていいいななないいい時時時ははは、、、カカカッッップププラララににに
プププラララグググとととカカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧装装装置置置ののの故故故障障障探探探究究究
• クククイイイッッックククカカカッッップププラララがががつつつななながががらららななないいい。。。

油圧が解放されていないクイックカップラに油圧
がかかっている。

• パパパワワワーーーススステテテアアアリリリンンングググををを回回回すすすのののににに大大大きききななな力力力ががが要要要るるるまままたたた
ははは回回回すすすここことととがががででできききななないいい。。。

– 油圧オイルが不足している。

– 油圧オイルが過熱している。

– ポンプが作動していない。

• 油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが漏漏漏れれれててていいいるるる。。。

– フィッティングがゆるんでいる。

– フィッティングのO リングが無くなっている。

• アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが作作作動動動しししななないいい。。。

– カップラの接続が完全でない。

– カップラの接続が逆になっている。

• キキキーーーキキキーーーととといいいうううノノノイイイズズズががが出出出るるる。。。

– リモートバルブが ON 位置になっていてリリーフ
バルブにオイルが回っている。

– ベルトがゆるんでいる。

• エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動ででできききななないいい

油圧レバーが前位置にロックされている.

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン

が十分冷えていることを確認してください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• マシン各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには

安全に十分注意してください。

• 機械をトレーラやトラックに積み込む際には、機体
と同じ幅のある歩み板を使用してください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。

ロープがけポイントについては図 19 と 図 20 を参照
してください。

注注注 トレーラに載せる場合は前進方向に向けて積み込ん
でください。前向きに載せられない場合、搬送中にフー
ドが外れる危険がありますので、ワークマンのフードを
ロープなどでフレームにしっかりと固定するか、フード
を外して別送するかしてください。
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図図図 19

1. フレームのロープ穴各側

g009821

図図図 20

1. アクスル車軸 2. ヒッチプレート

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には、短距離に限り、マシンを牽引または押し
て移動することができますが、この方法は緊急用以外
には使用しないでください。

警警警告告告
牽牽牽引引引時時時ののの速速速度度度ががが速速速すすすぎぎぎるるるととと、、、ハハハンンンドドドルルル操操操作作作がががでででききき
なななくくくなななっっっててて人人人身身身事事事故故故とととなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

牽牽牽引引引速速速度度度ははは時時時速速速 8 km/h 以以以下下下ををを厳厳厳守守守すすするるるこここととと。。。

注注注 パパパワワワーーーススステテテアアアリリリンンングググががが効効効きききままませせせんんんのののでででハハハンンンドドドルルル操操操
作作作ははは重重重くくくなななりりりままますすす。。。

牽引作業は二人で行います。移動距離が長くなる場合
は、トラックやトレーラに積んで移送してください。

1. 機体前部にある牽引トングにロープなどの牽引
索を取り付ける図 19。

2. トランスミッションをニュートラル位置にし、駐車
ブレーキを解除する。

トトトレレレーーーラララををを牽牽牽引引引すすするるる場場場合合合
ワークマンは自重よりも大きな車両やアタッチメントを牽
引することができます。牽引を行う場合、トレーラの重
量によってヒッチを使い分けてください。詳細について
は弊社の正規代理店に問い合わせてください。

リアアクスルチューブに牽引ヒッチを取り付けた、トレー
ラまたはアタッチメントの最大総重量 1587 kgまでを牽
引することができます。

必ず積載重量の60をトレーラの前側に振り分けてくださ
い。これにより、ヒッチプレートに掛かる負荷がトレーラ
の総重量グロスの約10272kgとなります。

トレーラやアタッチメント自体もワークマンも過積載にな
らないように注意してください。過積載では車両の性能
が十分発揮できないばかりか、ブレーキ、車軸、トラン
スアクスル、モータ、ハンドル機構、サスペンション、
ボディー構造、タイヤ等を破損する場合もあります。

重重重要要要 駆駆駆動動動系系系統統統ののの保保保護護護のののたたためめめロロローーーレレレンンンジジジででで運運運転転転しししてててくくく
だだださささいいい。。。

第五ホイール式のアタッチメントフェアウェイエアレータ
などでは、必ずホイールバー第五ホイールキットに付
属を取り付け、トレーラ側が急停止した場合でも前輪
が浮いてしまわないようにします。
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保保保守守守

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 2 時間 • 前輪と後輪のホイールラグナットをトルク締めする。

使用開始後最初の 10 時間

• シフトケーブルの調整状態を点検する。
• 前輪と後輪のホイールラグナットをトルク締めする。
• 駐車ブレーキの調整状態を点検する。
• オルタネータベルトの磨耗と張りの点検を行う。
• 油圧フィルタを交換する。
• ハイフロー油圧オイルのフィルタを交換する（TC モデルのみ）。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• エンジンバルブのすきまを調整する。

使用開始後最初の 100 時間 • 慣らし運転のためのガイドライン

使用するごとまたは毎日

• タイヤ空気圧を点検する。
• インタロックシステムの動作を点検する。
• エンジンオイルの量を点検する。
• 水セパレータの水抜きと異物の除去。
• エンジンの冷却液を点検する。
• エンジン部とラジエターを清掃する。 （ほこりの多い環境で使用している場合はよ

り頻繁な清掃が必要。）
• ブレーキオイルの量を点検する。 初めてエンジンを作動させる前に、ブレーキオ
イルの量を点検する。

• トランスアクスル/油圧オイルの量を点検する。 （冷却液量は、初めて使用する前およ
び 8 運転時間ごとまたは毎日点検。）

• ハイフロー油圧オイルの量を点検する（TC モデルのみ）。 （初めての運転の前に必
ず油量を確認し、その後は毎日点検。）

25運転時間ごと • エアクリーナのカバーを外して内部のごみを除去する。

50運転時間ごと
• バッテリー液の量を点検する （格納中は30日ごとに）
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと

• ベアリングとブッシュのグリスアップを行う （過酷な条件で使用している場合はよ
り頻繁な潤滑が必要）。

• エアクリーナのフィルタの交換 （ちりやほこりの多い環境で使用している場合はより
頻繁に）

• フロント・デファレンシャルのオイルの量を点検します（4輪駆動モデルのみ）。
• タイヤの状態を点検する。

200運転時間ごと

• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• 風速安定ボックスに割れや穴、接続部のゆるみがないか点検する。 （4輪駆動モデ

ルのみ）
• シフトケーブルの調整状態を点検する。
• ハイ・ロー切り替えケーブルの調整状態を点検する。
• デファレンシャルロックケーブルの調整状態を点検する。
• 前輪と後輪のホイールラグナットをトルク締めする。
• 駐車ブレーキの調整状態を点検する。
• オルタネータベルトの磨耗と張りの点検を行う。
• クラッチペダルの調整状態を点検する。
• 通常ブレーキと駐車ブレーキを点検する。

400運転時間ごと
• 燃料フィルタを交換する。
• 燃料ラインとその接続状態を点検する。
• ブレーキシューが磨耗していないかブレーキを目視点検する。

600運転時間ごと • エンジンバルブのすきまを調整する。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

800運転時間ごと

• フロントデファレンシャルのオイルを交換する。 （4輪駆動モデルのみ）
• 油圧オイルを交換しストレーナを清掃する。
• 油圧フィルタを交換する。
• ハイフロー油圧オイルとフィルタを交換する（TC モデルのみ）。

1000運転時間ごと
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する。
• ブレーキオイルを交換する。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 www.Toro.com から、この機械に関する配線図と油圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホーム
ページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意
許許許可可可ををを受受受けけけたたた有有有資資資格格格者者者以以以外外外にににははは保保保守守守、、、修修修理理理、、、調調調整整整、、、点点点検検検なななどどどののの作作作業業業をををさささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 作作作業業業場場場にににははは危危危険険険物物物ををを置置置かかかぬぬぬよよようううにににししし、、、まままたたた、、、防防防火火火機機機器器器ををを備備備えええるるるこここととと。。。燃燃燃料料料やややバババッッッテテテリリリーーー液液液、、、オオオイイイルルルななな
どどどののの点点点検検検ににに裸裸裸火火火ををを使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

• ガガガソソソリリリンンンややや溶溶溶剤剤剤ををを使使使っっってててパパパーーーツツツ部部部品品品ををを洗洗洗浄浄浄すすするるる時時時にににははは必必必ずずず密密密閉閉閉型型型ののの洗洗洗浄浄浄容容容器器器ををを使使使うううこここととと。。。

警警警告告告
適適適切切切ななな保保保守守守整整整備備備ををを行行行わわわななないいいととと車車車両両両ががが故故故障障障・・・破破破損損損しししたたたりりり、、、搭搭搭乗乗乗者者者ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間まままででで巻巻巻ききき込込込むむむ人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

マママニニニュュュアアアルルルににに記記記載載載ささされれれたたた作作作業業業ををを行行行っっっててて、、、マママシシシンンンをををいいいつつつももも適適適切切切ななな状状状態態態ににに維維維持持持すすするるるここことととががが重重重要要要ででであああるるる。。。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動スススイイイッッッチチチかかからららキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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特特特殊殊殊ななな使使使用用用条条条件件件下下下ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合ののの保保保守守守整整整備備備にににつつついいいててて
重重重要要要 以以以下下下のののよよようううななな条条条件件件ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、保保保守守守間間間隔隔隔ををを通通通常常常ののの半半半分分分ににに短短短縮縮縮ししし、、、よよよりりり頻頻頻繁繁繁ななな整整整備備備ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい

• 砂漠、荒れ地での使用

• 酷寒地気温10℃以下での使用

• トレーラ作業

• 非常にほこりの多い条件下での頻繁な使用

• 建設現場での使用

• 泥、砂、水などの悪条件下で長時間使用した場合は、直後にブレーキの洗浄と点検を行う。これにより
無用な摩耗を防止することができる。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
整備作業の多くは、荷台の昇降作業を伴います。けが
や死亡事故を防止するために以下の点にご注意ください

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 適切な訓練を受けていない人には機械の整備をさ

せないでください。

• 車両の整備や調整を行う時には、まず平らな場所
に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止
させ、車両が不用意に作動できないように、キー
を抜き取ってください。

• 必要に応じ、ジャッキスタンドなどで機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

• 整備中に、車両搭載のバッテリーを充電しないで
ください。

• ボルト、ナット、ねじ類は十分に締めつけ、常に機
械全体の安全を心掛けてください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分なグリ
ス、草や木の葉、ほこりなどが溜まらないようご
注意ください。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければな
らない時は、手足や頭や衣服をローラや可動部に
近づけないように十分ご注意ください。周囲に人を
近づけないこと。

• オイルや燃料がこぼれた場合はふき取ってくださ
い。

• 駐車ブレーキは、頻繁に動作点検を行ってくださ
い。必要に応じて調整や整備を行ってください。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット類が十分
にしまっているか常に点検してください。擦り切れた
り破損したりしたステッカーは貼り替えてください。

• 安全装置の作動を妨げるようなことや、安全装置
による保護を弱めるようなことは絶対にしないでく
ださい。安全装置が適切に作動するかを定期的に
点検してください。

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上げな
いでくださいToro正規代理店でタコメータによるエ
ンジン回転数検査を受け、安全性と精度を確認
しておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が必要な
時は、Toro 正規代理店にご相談ください。

• 機体の改造を行うと、機械の挙動や性能、耐久性
などが変化し、そのために事故が起きる可能性が
あります。このような使い方をすると Toro® の製品
保証が適用されなくなります。

整整整備備備作作作業業業のののたたためめめののの準準準備備備
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. 荷台を空にして上昇させる 荷台を上げる (ページ
24)を参照。
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安安安全全全サササポポポーーートトトののの使使使いいい方方方
重重重要要要 サササポポポーーートトトののの取取取りりり付付付けけけ取取取りりり外外外しししははは必必必ずずず荷荷荷台台台外外外側側側
かかかららら行行行ううう。。。

1. 荷台を上げ、シリンダが完全に伸びたのを確認
する。

2. ROPS パネルの後ろについている保管用ブラ
ケットから荷台サポート安全サポートを取り外す
図 21。

g026142

図図図 21

1. 安全サポート

3. サポートをシリンダロッドにはめ込んで、安全サ
ポートの端部でシリンダバレルの端とシリンダロッ
ドの端を確実に支える図 22。

g009164

図図図 22

1. 安全サポート 3. 荷台

2. シリンダバレル

4. 荷台を下げる時は、安全サポートを取り外して
元の位置ROPS パネル後ろ保管用ブラケットに
収納する。

重重重要要要 昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダににに安安安全全全サササポポポーーートトトををを取取取りりり付付付けけけたたたままま
まままででで荷荷荷台台台ををを下下下げげげよよようううとととしししななないいいこここととと。。。

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの取取取外外外ししし
1. エンジンを始動し、油圧昇降レバーで荷台を降

下させてスロットの中でシリンダが遊んでいる状
態にする。

2. 昇降レバーから手を離し、エンジンを停止する。

3. シリンダの外側端部からリンチピンを外す(図
23)。
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g002368

図図図 23

1. シリンダロッドの端部 4. リンチピン

2. 荷台取り付けプレート 5. 後ろのスロットフルサイズ
荷台用

3. クレビスピン 6. 前のスロット2/3 荷台用

4. シリンダロッドの端部を荷台取り付けプレートの
スロットに固定しているクレビスピンを内側に押
し込んで外す(図 23)。

5. ピボットブラケットをフレームに固定しているリンチ
ピンとクレビスピンを外す図 23。

6. 車体から荷台を外す。

注注注意意意
フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約148kg ののの重重重量量量がががああありりり、、、
一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能ででであああるるる。。。

必必必ずずず 2 人人人まままたたたははは 3 人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトト
ををを使使使うううこここととと。。。

7. シリンダを格納用クリップで固定する。

8. 油圧昇降レバーを誤って操作しないように、ロッ
クしておく。

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ののの取取取付付付けけけ
注注注 荷台に側板を取り付ける場合は、先に側板を取
り付けてから荷台を車両に取り付けると楽に作業が
できます。

後部のピボットプレートは下端を後部に向けて荷台フ
レームチャネル鋼材にボルトで固定されています図 24。

g002369

図図図 24

1. 荷台の左後ろ角 4. クレビスピン

2. 機体フレームのチャネル鋼 5. リンチピン

3. ピボットプレート

注注注意意意
フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約148kgののの重重重量量量がががああありりり、、、一一一人人人ででで
作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能ででであああるるる。。。

必必必ずずず 2 人人人まままたたたははは 3 人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトトををを使使使
うううこここととと。。。

スペーサブラケットとウェアブロック図 25はキャリッジ
ボルトで固定しますが、このボルトは必ず頭を車両の
内側に向けてください。

g002370

図図図 25

1. ウェアブロック 3. キャリッジボルト

2. スペーサブラケット

1. シリンダが完全に縮んだのを確認する。
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2. 荷台を慎重に車両フレームの上に載せる 後部に
ある荷台のピボットプレートの穴とリアフレーム
チャネル鋼材の穴を揃えて、クレビスピンとリンチ
ピン各2個を取り付ける図 25。

3. 荷台を下げた状態のまま、各シリンダロッド端部
を荷台取り付けプレートのスロットに固定する ク
レビスピンとリンチピンを使用。

4. クレビスピンは荷台の外側から差し込み、リンチ
ピンが荷台の外側に向くようにする図 25)。

注注注 後ろ側のスロットはフルサイズ荷台の取付け
用で、前側のスロットは 2/3 荷台の取付け用。

注注注 穴の位置が揃わない場合はエンジンを掛けて
シリンダを伸縮させて合わせてください。

注注注 使っていない穴をボルトとナットでふさいでおく
と、組立て時の間違いを防ぐことができます。

5. エンジンを掛け、油圧昇降レバーを操作して荷
台を上げる。

6. 昇降レバーから手を離し、エンジンを停止する。

7. 荷台の安全サポートを取り付けて、誤って荷台が
下がってこないようにしておく 安全サポートの使い
方 (ページ 32)を参照。

8. クレビスピンの内側の端部にリンチピンを取り付
ける。

注注注 荷台にテールゲート自動開放装置を搭載して
いる場合は、リンチピンを取り付ける前に、必
ず、フロントダンプリンクロッドが左側のクレビス
ピンの内側にきていることを確認してください。

車車車体体体をををジジジャャャッッッキキキででで持持持ちちち上上上げげげるるる
場場場合合合

危危危険険険
ジジジャャャッッッキキキににに載載載っっっててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定でででああありりり、、、万万万
一一一外外外れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負わわわせせせるるる危危危険険険
ががが大大大きききいいい。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた状状状態態態でででエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動しししてててははは
ななならららななないいいエエエンンンジジジンンンののの振振振動動動ややや車車車輪輪輪ののの回回回転転転ににによよよっっっててて
車車車体体体がががジジジャャャッッッキキキかかかららら外外外れれれるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

• 車車車両両両かかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずずスススイイイッッッチチチかかからららキキキーーーををを
抜抜抜いいいててておおおくくく。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた車車車両両両にににははは輪輪輪止止止めめめををを掛掛掛けけけるるる。。。

車両前部をジャッキアップする時は必ず 5×10cm 程度
の角材等をジャッキとフレームの間にかませる。

車両前部のジャッキアップポイントは、前中央フレーム
サポート下側です図 26。

g009823

図図図 26

1. 車体前部のジャッキアップポイント

車体後部のジャッキアップポイントはアクスルチューブ
の下側です図 27。

g009824

図図図 27

1. 車体後部のジャッキアップポイント

フフフーーードドドののの取取取りりり付付付けけけととと取取取りりり外外外ししし

フフフーーードドドををを外外外すすす
1. ヘッドライトの開口部でフードをつかみ、フードを

持ち上げて、下側の取り付けタブをフレームの穴
から外す図 28。
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g010314

図図図 28

1. フード

2. フードの下側を手前に持ち上げて、上部の取り付
けタブをフレームのスロットから引き抜けるように
する図 28。

3. フードの上側を前に倒し、ヘッドライトからワイヤ
コネクタを抜く図 28。

4. フードを外す。

フフフーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. ライトを接続する。

2. 上側の取り付けタブをフレームの穴に差し込む
図 28。

3. 下側の取り付けタブをフレームの穴に差し込む
図 28。

4. フードが上下左右の溝にしっかりはまっている
ことを確認する。

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと 過酷な条件で使用してい

る場合はより頻繁な潤滑が必要。

グググリリリスススののの種種種類類類No. 2 汎用リチウム系グリス

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッティン
グをウェスできれいに拭く

2. フィッティングにグリスガンを接続してグリスを注
入する。

3. はみ出したグリスは表面からきれいにふき取る。

重重重要要要 ドドドララライイイブブブシシシャャャフフフトトトとととユユユニニニバババーーーサササルルルシシシャャャフフフトトトベベベアアアリリリンンングググ
のののクククロロロススス部部部分分分でででははは、、、つつつのののカカカッッップププ全全全部部部かかからららグググリリリスススがががはははみみみ
出出出てててくくくるるるまままでででグググリリリスススををを入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

グリスアップ箇所は以下の通りです

• ボボボーーールルルジジジョョョイイインンントトト (4ヶヶヶ所所所); 図 29を参照

• タタタイイイロロロッッッドドド (2ヶヶヶ所所所); 図 29を参照

• ピピピボボボッッットトトマママウウウンンントトト (2ヶヶヶ所所所); 図 29を参照

• ススステテテアアアリリリンンングググシシシリリリンンンダダダ (2ヶヶヶ所所所); 図 29を参照

g010360

図図図 29

• スススプププリリリンンングググタタタワワワーーー (2ヶヶヶ所所所); 図 30を参照

35
 



g010571

図図図 30

• クククラララッッッチチチ (1ヶヶヶ所所所); 図 31を参照

• アアアクククセセセルルル (1ヶヶヶ所所所); 図 31を参照

• ブブブレレレーーーキキキ (1ヶヶヶ所所所); 図 31を参照

g002394

図図図 31

• U ジジジョョョイイインンントトト (18ヶヶヶ所所所); 図 32を参照

• 4駆駆駆シシシャャャフフフトトト (3ヶヶヶ所所所); 図 32を参照

g010359

図図図 32
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• オイル量の点検やオイルの補給を行う時は必ずエ

ンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全に
停止したのを確認してから作業に移る。

• 手足や顔や衣服を回転部やマフラなどの高温部に
近づけないよう十分注意すること。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—エアクリーナのカバーを

外して内部のごみを除去する。

100運転時間ごと—エアクリーナのフィルタの交
換 ちりやほこりの多い環境で使用している場合
はより頻繁に

定期的にエアクリーナとホースアセンブリを点検し、エ
ンジンの保護と寿命の安定をはかってください。エア
クリーナ本体にリーク原因となりそうな傷がないか点
検してください。ボディーが破損している場合は交換
してください。

1. エアクリーナのラッチを外し、ボディーからカバー
を抜き出す図 33。

g002401

図図図 33

1. エアクリーナのカバー 2. フィルタ

2. ダストカップ側をひねって開き、内部にあるゴミ
を捨てる。

3. エアクリーナのボディーから、フィルタをしずか
に引き出す (図 33)。

注注注 ボディの側面にフィルタをぶつけないように注
意すること。

注注注 フィルタは清掃しないでください。

4. 新しいフィルタの外側から照明を当ててフィルタの
内側を点検し、傷などがないか確認する。

注注注 フィルタに穴があいているとその部分が明るく
見えます。破れや油汚れ、ゴムシールの傷がな
いか点検してください。破損しているフィルタは
使用しない。

注注注 エンジンを保護するため、必ずエアフィルタを
取り付け、カバーをつけて運転してください。

5. フィルタをゆっくり押し込むようにしてボディチュー
ブに取り付ける図 33。

注注注 一次フィルタの外側リムをしっかり押さえて確
実に装着してください。

6. 上下方向を間違えないように、エアクリーナカ
バーを正しく取り付け、ラッチを掛ける図 33。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて
注注注 ほこりのひどい場所で使用する場合は、より頻繁な
オイル交換が必要です。

注注注 使用済みのオイルやフィルタはリサイクルセンターに
持ち込むなど適切な方法で処分してください。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ 洗浄性オイルAPI 規格 SJ またはそ
れ以上

クククララランンンクククケケケーーースススのののオオオイイイルルル量量量 3.2 リットルフィルタ交換時

粘粘粘度度度 下の表を参照してください。

g016095

図図図 34

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注 エンジンオイルの点検は、毎日始動前のエンジンの
冷えている時に行うのがベストです。既にエンジンを始
動してしまった場合には、一旦エンジンを停止し、オ
イルが戻ってくるまで約 10 分間程度待ってください。
油量がディップスティックのADDマークにある場合は、
FULLマークまで補給してください。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに
注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。オイル量が FULL とADD の中間の
時は、オイルを補給する必要はありません。

1. 平らな場所に駐車する。
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2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. ディップスティックを抜ききれいなウェスで一度拭
く図 35。

g028637

図図図 35

1. 補給口キャップ

2. ディップスティック

5. ディップスティックを、チューブの根元までもう一
度しっかりと差し込む図 35。

6. 引き抜いてディップスティックの目盛りで油量を
点検する図 35。

7. オイルの量が不足している場合は、補給口の
キャップ図 35を取り、ディップスティックの FULL
マークまで補給する。

注注注 補給は通気を確保するためにディップスティッ
クを抜いて行い、時々ディップスティックで確認
しながら少量ずつ入れてください入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよよ
うううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルををを補補補給給給すすするるる時時時にににははは、、、補補補給給給
口口口とととジジジョョョウウウゴゴゴなななどどどののの間間間ににに 図図図 36 ににに示示示すすすよよようううなななすすすききき
間間間ががが必必必要要要ででですすす。。。こここれれれははは補補補給給給ののの際際際ににに通通通気気気ををを確確確保保保
ししし、、、オオオイイイルルルがががブブブリリリーーーザザザ内内内部部部ににに侵侵侵入入入しししななないいいよよようううにににすすす
るるるたたためめめででですすす。。。

g002373

図図図 36

1. 補給口と補給用のオイル容器との間にすきまを作ってく
ださい。

8. ディップスティックをしっかり差し込んで終了図 35

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

200運転時間ごと

1. 荷台を上げ、サポートを取り付けて、荷台を固
定する。

2. ドレンプラグを外してオイルを容器に受ける(図
37) 。

g021292

図図図 37

1. エンジンオイルのドレンプ
ラグ

2. エンジンオイルのフィルタ

3. オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。
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4. オイルフィルタを外す図 37。
5. 新しいフィルタのシールに薄くエンジンオイルを

塗って取り付 ける。

6. ガスケットが取り付けプレートに当たるまで手で
回して取り付け、そこから更に1/2-2/3 回転増
し締めする。

注注注 締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

7. クランクケースに所定のオイルを入れる。

「「「エエエンンンジジジンンン点点点検検検」」」ララランンンプププががが点点点灯灯灯しししたたた
場場場合合合

注注注 エンジンの故障コードを読み出すには弊社代理店の
スタッフを呼んでいただくことが必要です。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. 代理店に連絡する。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタ・・・水水水セセセパパパレレレーーータタタののの
整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタ・・・水水水セセセパパパレレレーーータタタかかからららののの水水水
抜抜抜ききき

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—水セパレータの
水抜きと異物の除去。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく図 38。
2. キャニスタ下部のドレンプラグをゆるめて水や

異物を流し出す。

g007367

図図図 38

1. フィルタキャニスタ

3. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。
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燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと—燃料フィルタを交換す
る。

1. 水セパレータからの水抜きを行う 燃料フィルタ・水
セパレータからの水抜き (ページ 39)を参照。

2. フィルタの取り付け部周辺をウェスできれいに
ぬぐう図 38。

3. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。

4. ガスケットにきれいなオイルを薄く塗る。

5. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ込
み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

6. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

燃料ライン、フィッティング、クランプなどに、漏れ、
劣化、破損、ゆるみなどが出ていないか点検を行っ
てください。

注注注 燃料系統の部品にこうした症状が見られた場合に
は、それらの部品を交換してください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続
を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
ヒューズはダッシュパネルの中央下にあります図 39と
図 40。

g010328

図図図 39

1. ヒューズ
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図図図 40

1. 電源ソケット10 A 5. ライトとブレーキ15 A
2. スイッチ付き電源10 A 6. ハザードランプ10A
3. 燃料ポンプ・速度規制ス

イッチ10 A
7. 4WDとトランスミッション10

A
4. ホーン/電源ソケット15 A

救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーににによよよるるるエエエンンンジジジ
ンンンののの始始始動動動

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーー連連連結結結ににによよよるるるエエエンンンジジジンンン始始始動動動ははは危危危険険険ををを伴伴伴ううう作作作
業業業ででであああるるる。。。人人人身身身事事事故故故ややや電電電気気気系系系統統統ののの破破破損損損ををを防防防止止止すすす
るるるたたためめめににに、、、以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守っっっててて行行行うううこここととと

• 救救救援援援用用用のののバババッッッテテテリリリーーーののの電電電圧圧圧ががが DC 15 V ををを超超超えええ
ななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる こここれれれ以以以上上上ののの電電電圧圧圧ででではははワワワーーーククク
マママンンン側側側ののの電電電気気気系系系統統統ががが破破破損損損すすするるる。。。

• 凍凍凍結結結しししたたたバババッッッテテテリリリーーーにににははは絶絶絶対対対ににに接接接続続続しししてててはははなななららら
ななないいい。。。作作作業業業中中中ににに破破破裂裂裂ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすす危危危険険険がががあああ
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり扱扱扱いいいににに関関関すすするるる通通通常常常ののの注注注意意意事事事項項項
ををを守守守っっっててて作作作業業業ををを行行行うううこここととと。。。

• 救救救援援援車車車とととワワワーーークククマママンンンををを直直直接接接接接接触触触さささせせせななないいいよよよううう十十十
分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの極極極性性性ををを間間間違違違えええててて接接接続続続すすするるる
ととと電電電気気気系系系統統統ののの破破破壊壊壊ややや人人人身身身事事事故故故なななどどどををを起起起こここすすす可可可
能能能性性性がががあああるるるのののででで注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. バッテリーカバーをたわめて、タブをバッテリー
ベースから外し、カバーをバッテリーから取り外
す図 41。

g010326

図図図 41

1. バッテリーカバー

2. 2 台のバッテリーのプラス端子同士をブースタ
ケーブルでつなぐ図 42。

注注注 端子を必ず確認すること バッテリーカバーの
「」の印で確認できることが多い。

3. もう 1 本のケーブルを救援車のバッテリーのマ
イナス端子につなぐ。

注注注 バッテリーのマイナス端子の表示を必ず確
認すること。

注注注 このケーブルの他端は、ワークマンのバッテ
リーあがっている方のバッテリーに直結するの
でなく、エンジンとフレームに救援用ケーブルを
接続する。但しエンジンの燃料供給部に接続し
ないこと。

g010325

図図図 42

1. バッテリー

4. 救援側の車両のエンジンを始動する。
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注注注 エンジンを始動してから数分間待ち、それから
救援される側のエンジンを始動する。

5. ケーブルを外す時は、まずマイナスケーブルを
エンジンから先に外し、次にバッテリーのマイナ
ス端子から外す。

6. バッテリーベースにバッテリーカバーを取り付け
る。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—バッテリー液の量を点検

する 格納中は30日ごとに

50運転時間ごと—バッテリーケーブルの接続
状態を点検する。

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを
起起起こここししし、、、飲飲飲んんんだだだ場場場合合合にににははは死死死亡亡亡すすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと、、、まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚
ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここ
ととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護
すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、必必必
ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

• バッテリーはいつもきれいに、またフル充電状態に
保持してください。

• バッテリーはいつもきれいに、またフル充電状態に
保持してください。

• 端子部に腐食が発生した場合には、重曹水水重
曹で清掃します。

• 清掃後は、腐食防止のためにバッテリー端子にワ
セリンなどを塗布してください。

• バッテリー液の量を所定レベルに維持してください。

• バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸
したブラシで定期的に清掃してください清掃後は表
面を水で流して下さい清掃中はセルキャップを外さ
ないでください

• バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端子
にしっかりと固定してください

• 各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水
を適正レベルまで補給してください。水を補給する
ときは上限各セルの内側の線の下端を超えないよ
うに注意してください。

• 高温環境下で保管すると涼しい場所で保管するよ
りもバッテリーは早く放電します

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

フフフロロロンンントトトデデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルオオオイイイ
ルルルののの量量量ののの点点点検検検
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと/毎月 いずれか早く到達
した方—フロント・デファレンシャル
のオイルの量を点検します4輪駆動
モデルのみ。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. デファレンシャルの側面についている補給・点検
プラグの周囲をきれいに拭く図 43。

g010510

図図図 43

1. 補給・点検プラグ 2. ドレンプラグ

5. 補給・点検プラグを外してオイルの量を調べる。

注注注 穴の高さまでオイルがあればよい。

6. 不足している場合には適切なオイルを補給する。

7. 補給・点検プラグを取り付ける。
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フフフロロロンンントトトデデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルのののオオオ
イイイルルル交交交換換換
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと 4輪駆動モデルのみ

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Mobil 424 油圧オイル

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. デファレンシャル側面にあるドレンプラグの周辺を
ウェスできれいにぬぐう図 43。

5. ドレンプラグの下にオイルを受ける容器をおく。

6. ドレンプラグを外してオイルを容器に受ける。

7. オイルが完全に抜けたらドレンプラグを取り付
け、締めつける。

8. デファレンシャルの下部についている補給・点検
プラグの周囲をきれいに拭く。

9. 補給・点検プラグを外し、プラグの穴の高さまで
オイルを入れる。

10. 補給・点検プラグを取り付ける。

風風風速速速安安安定定定ボボボッッックククスススののの保保保守守守
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと 4輪駆動モデルのみ

風速安定ボックスに割れや穴、接続部のゆるみがない
か点検する。破損個所を発見した場合には、トロの代
理店に修理を依頼する。

シシシフフフトトトケケケーーーブブブルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと

1. シフトレバーをニュートラル位置にする。

2. シフトケーブルをトランスアクスルのシフトアーム
に固定しているクレビスピンを取る図 44。

g002424

図図図 44

1. シフトアーム速・後退 3. シフトアームハイ・ロー

2. シフトアーム速・速

3. クレビスのジャムナットをゆるめて、各クレビスを
調整する トランスアクスルのシフトアームの穴の
前と後ろでケーブルの遊びが等しくなるようにする
前後それぞれの方向でトランスアクスルレバーの
遊びを吸収するように。

4. 調整が終わったらクレビスピンを取り付けてジャム
ナットを締め付ける。
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ハハハイイイロロローーー切切切りりり替替替えええケケケーーーブブブルルルののの
調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. ハイ・ロー切り替えケーブルをトランスアクスルに
固定しているクレビスピンを取る図 44。

2. クレビスのジャムナットをゆるめて、クレビスの穴
とトランスアクスルブラケットの穴を揃える。

3. 調整が終わったらクレビスピンを取り付けてジャム
ナットを締め付ける。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククケケケーーーブブブ
ルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. デファレンシャルロックレバーをOFF位置にする。

2. デファレンシャルロックケーブルをトランスアクス
ルのブラケットに固定しているジャムナットをゆる
める図 45。

g002425

図図図 45

1. デファレンシャルロックケー
ブル

3. スプリング

2. トランスアクスルブラケット 4. 0.25-1.5 mmの隙間

3. スプリングのフックとトランスアクスルのレバーの
穴の外縁との間が 0.25-1.5 mm になるよう、ジャ
ムナットで調整する。

4. 調整が終わったらジャムナットを締めつける。

タタタイイイヤヤヤののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

前前前タタタイイイヤヤヤののの規規規定定定空空空気気気圧圧圧2.20 bar2.24 kg/cm2 = 32 psi

後後後タタタイイイヤヤヤののの規規規定定定空空空気気気圧圧圧1.24 bar2.24 kg/cm2 = 18 psi

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リムが破損し
たり、トーインが狂ったりする可能性がありますから、
このような事故の後では必ず点検してください。

重重重要要要 タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧はははひひひんんんぱぱぱんんんににに点点点検検検しししててて適適適正正正ににに保保保っっっててて
くくくだだださささいいい。。。空空空気気気圧圧圧ががが適適適正正正でででななないいいととと、、、タタタイイイヤヤヤののの摩摩摩耗耗耗ががが通通通常常常
よよよりりり早早早くくくなななっっっててて四四四輪輪輪駆駆駆動動動ででできききなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

図 46は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

g010294

図図図 46

1. 空気圧不足のタイヤ

図 47は空気圧過多で生じる磨耗の例です。

g010293

図図図 47

1. 空気圧が高すぎるタイヤ
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ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめ
ををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 2 時間

使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトののの規規規定定定トトトルルルククク109-122 N·m11-12 kg.m
= 80-90 ft-lb

前後の車輪のホイールナットを 図 48 に示すクロスパ
ターンで規定トルクまで締め付けてください。

g034007

図図図 48

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 冷却液を飲み込むと中毒を起こす冷却液は子供や

ペットが触れない場所に保管すること。

• 高温高圧の冷却液を浴びたり、高温のラジエター
部分に触れたりすると大火傷をする恐れがある。

– エンジン停止後、少なくとも15分間程度待って、
エンジンが冷えてからキャップを開けること。

– キャップを開けるときはウェスなどを使い、高温
の水蒸気を逃がしながらゆっくりと開けること。

• マシンは、必ず安全カバー類を取り付けた状態
で運転すること。

• 手、指、衣服などを、ファンやベルトに近づけな
いように注意すること。

• 保守作業を行う前にエンジンを停止し、キーを抜
き取っておくこと。

冷冷冷却却却液液液ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

冷冷冷却却却液液液容容容量量量 3.7 リットル

冷冷冷却却却液液液のののタタタイイイプププ水とエチレングリコール不凍液の 50/50
混合液

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけ
るるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出しししてててやややけけけどどどををを
負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププははは開開開けけけななないいいこここととと。。。

• 冷冷冷却却却液液液補補補給給給タタタンンンクククががが十十十分分分ににに冷冷冷えええるるるまままででで少少少なななくくくととと
ももも 15 分分分ぐぐぐらららいいい待待待っっってててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるよよよううう
にににすすするるるこここととと。。。

• 冷冷冷却却却液液液補補補給給給タタタンンンクククのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェ
スススなななどどどををを使使使いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががららら
ゆゆゆっっっくくくりりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

• エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる危危危険険険がががあああるるるのののででで、、、ラララジジジエエエ
タタターーーののの液液液量量量点点点検検検ははは、、、ラララジジジエエエタタターーー本本本体体体でででなななくくく必必必ずずず
補補補給給給タタタンンンクククででで点点点検検検すすするるるこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. 補助タンクにあるラジエター液の量を点検する
(図 49)。

注注注 エンジンが冷えている状態で補給管の下部ま
であれば適正である。
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g026143

図図図 49

1. タンクのキャップ

2. 補助タンク

5. 液量が不足している場合には、補助タンクのふた
をとり、水とエチレングリコール不凍液の50/50混
合液を補給する。

注注注 冷却液を入れすぎないでください。

6. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

冷冷冷却却却部部部ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—エンジン部とラ

ジエターを清掃する。 ほこりの多い
環境で使用している場合はより頻繁
な清掃が必要。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. エンジンの周囲を丁寧に清掃する。

5. ラジエタースクリーンのラッチを外して、ラジエ
ター前面から外す図 50。

g010315

図図図 50

1. ラジエタースクリーン

2. ラッチ

6. ラッチを外し、オイルクーラを装備している場合に
はそれを倒してラジエターから遠ざける図 51。

g010316

図図図 51

1. ラジエターハウジング 3. ラッチ

2. オイルクーラ

7. ラジエターとオイルクーラ、スクリーンを圧縮空気
で洗浄する。

注注注 圧縮空気でごみを吹き飛ばしてください。

8. クーラとスクリーンをラジエターに取り付ける。

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却液液液ののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと/2年ごと いずれか早く

到達した方

冷冷冷却却却液液液容容容量量量 3.7 リットル

冷冷冷却却却液液液のののタタタイイイプププ水とエチレングリコール不凍液の 50/50
混合液

1. 平らな場所に駐車する。

2. 荷台を上げ、荷台サポートを取り付けて、荷台
を固定する。
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注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを
開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出しししててて
やややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開開開
けけけななないいいこここととと。。。

• エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、15分分分間間間ほほほどどど待待待っっっててて、、、ラララ
ジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププががが十十十分分分ににに冷冷冷えええてててかかかららら取取取りりり
外外外すすすよよようううにににすすするるるこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススををを
使使使用用用すすするるるこここととと。。。キキキャャャッッップププははは、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸
気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

3. ラジエターキャップを取る図 52。

g010331

図図図 52

1. ラジエターのキャップ

4. 冷却液タンクのキャップを取る図 52。

g026143

図図図 53

1. 冷却液タンクのキャップ

2. 補助タンク

5. 下側のラジエターホースを外して、冷却液を容器
に回収する。

注注注 冷却液が抜けたら下側のラジエターホース
を元通りに接続する。

6. 水とエチレングリコール不凍液の50/50 混合液
をゆっくりと注入する。

7. ラジエター液を一杯にして、キャップを閉める図
52。

8. 補助タンクにも、補給管の根元までゆっくりと冷
却液を補給する図 53。

9. 補助タンクのキャップを取り付けて終了図 53。
10. エンジンを始動しウォームアップする。

11. エンジンを停止させ、冷却液の量を点検し、必
要に応じて補給する。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキオオオイイイルルル量量量ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—ブレーキオイル

の量を点検する。 初めてエンジン
を作動させる前に、ブレーキオイル
の量を点検する。

1000運転時間ごと/2年ごと いずれか早く到達し
た方—ブレーキオイルを交換する。

ブブブレレレーーーキキキオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ DOT 3
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. フードを持ち上げてブレーキのマスターシリンダ
とブレーキ液タンクにアクセスできるようにする
図 54。

g009817

図図図 54

1. ブレーキオイルのタンク

5. タンクの FULL マークまでオイルが入っている
のを確認する図 55。

g002379

図図図 55

1. ブレーキオイルのタンク

6. 液量が不足している場合には、まず補給口周辺
をきれいに拭き、キャップをはずして、所定のブ
レーキオイルを適正量まで補給する図 55。

注注注 ブブブレレレーーーキキキ液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししててて
くくくだだださささいいい。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと

1. 駐車ブレーキレバーのゴム製グリップをはずす
図 56。

g033487

図図図 56

1. グリップ 2. 駐車ブレーキレバー

2. 調整ノブをブレーキレバーに固定している固定
ねじをゆるめる図 57。
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図図図 57

1. ノブ 3. 駐車ブレーキレバー

2. 固定ねじ

3. ノブ図 57を回し、20-22kg程度の力でブレーキを
作動させられるように調整する。

4. 調整が終わったら固定ねじを締める図 57。

注注注 駐車ブレーキレバーでは調整ができなくなった
場合には、ハンドルを調整域の中央部までゆる
め、後部でケーブルを調整し、その後にステッ
プ3をもう一度行ってください。

5. 駐車ブレーキレバーにゴム製グリップを取り付
ける図 56。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間—オルタネータ

ベルトの磨耗と張りの点検を行う。

200運転時間ごと—オルタネータベルトの磨耗
と張りの点検を行う。

1. 荷台を上げ、荷台サポートを取り付けて、荷台
を固定する。

2. クランクシャフトとオルタネータのプーリ間の中央
でベルトを指で押してベルトの張りを点検する 押
す力は10kg程度(図 58)。

注注注 新しいベルトの場合は 8-12 mm 程度のたわ
みが出るのが適正である。

注注注 古いベルトの場合は 10-14 mm 程度のたわ
みが出るのが適正である。たわみの量が適正で
ない場合は以下の手順へ進む。適正であれば
調整は不要です。

3. ベルトの張りの調整は以下のように行います

A. オルタネータの取り付けボルト2 本をゆる
める図 58。

g026144

図図図 58

1. オルタネータベルト 2. オルタネータの取り付けボ
ルト

B. エンジンとオルタネータの間にバールを入れ
て適当な張りに調整し、取り付けボルトを
締め付ける図 58。
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制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

クククラララッッッチチチペペペダダダルルルののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

注注注 クラッチペダルのケーブルはベルハウジングでもク
ラッチペダルのピボットでも調整することができます。フ
ロントフードを外すとペダルピボットに手が届きやすく
なります。

1. クラッチケーブルをベルハウジング上のブラケット
に固定しているジャムナットをゆるめる図 59。

注注注 さらに調整が必要な場合は、ボールジョイント
を外して回しても構いません。

g009592

図図図 59

1. クラッチケーブル 3. リターンスプリング

2. ジャムナット 4. ボールジョイント

2. クラッチレバーからリターンスプリングを外す。

3. ジャムナットまたはボールジョイントを調整する 1.8
kgの力でクラッチペダルを踏んだ時にペダルの
裏面の下端が床のダイヤモンド柄の頂部から
9.2-9.8 cm になるようにする図 60。

g009276

図図図 60

1. クラッチペダル 2. 9.2-9.8 mm

注注注 クラッチリリースベアリングがプレッシャプレー
トのフィンガーに軽く触れるように力を掛けてく
ださい。

4. 調整ができたらジャムナットを締めて調整を固
定する。

5. ジャムナットを締めた後で測定して、正しく 9.2-9.8
cmに調整できていることを確認する。

注注注 必要に応じて再調整する。

6. リターンスプリングをクラッチレバーに取り付ける。

重重重要要要 ジジジャャャムムムナナナッッットトトををを締締締めめめたたた後後後、、、ロロロッッッドドドののの端端端部部部がががねねね
じじじれれれずずずにににぴぴぴっっったたたりりりボボボーーールルルににに当当当たたたりりり、、、クククラララッッッチチチペペペダダダルルル
ととと平平平行行行ににになななっっっててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい図図図 61。。。

注注注 クラッチの遊びは絶対に 19 mm よりも小さくし
ないでください。

g009277

図図図 61

1. クラッチケーブルのロッド
の端部

3. ロッド端部のジャムナット

2. クラッチペダル 4. 平行

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルルののの調調調整整整
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン

ジンを停止し、キーを抜き取る。

2. アクセルペダルの中央部を 11.3 kgの力で踏んだ
ときに、ペダルと床のすきまが 2.54-6.35 mm と
なるようにアクセルケーブル図 62のボールジョイ
ントを調整する図 63。

注注注 作業はエンジンを停止し、リターンスプリング
を取り付けた状態で行います。

3. ロックナットを締めつける図 62。
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図図図 62

1. ロックナット 2. アクセルケーブル

g002412

図図図 63

1. 2.54-6.35 mm のすき間

重重重要要要 ハハハイイイアアアイイイドドドルルル速速速度度度ははは最最最大大大ででで3,650rpmででですすす。。。ハハハイイイ
アアアイイイドドドルルルススストトトッッップププののの設設設定定定ははは変変変えええななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

速速速度度度表表表示示示単単単位位位ののの切切切替替替えええ
スピードメータの表示単位をMPHマイル毎時からKPH
km毎時に、またKPHからMPHに、切り替えることが
できます。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取る。

2. フードを外す フードを外す (ページ 34)を参照。

3. 速度計のそばに接続されていないワイヤ2本を
探す。

4. コネクタプラグをハーネスワイヤから外して、2本
のワイヤをいっしょに接続する。

注注注 速度計の表示単位がKPMに、またはMPHに
切り替わる。

5. フードを取り付ける。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専

門医の治療を受ける。万一、油圧オイルが体内
に入った場合には、数時間以内に手術を受ける
必要がある。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジンを
停止し、ダンプバルブを上昇から下降に切り替える
か、荷台やアタッチメントを下降させてシステム内部
の圧力を完全に解放してください。リモート油圧装
置のレバーは平らに寝た状態にセットしてください。
また、荷台を上げて作業する場合には、かならず
荷台安全サポートで荷台を固定してください。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手や足を近づ
けない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

トトトララランンンスススアアアクククスススルルル/油油油圧圧圧オオオイイイルルル
ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—トランスアクスル/

油圧オイルの量を点検する。 冷却
液量は、初めて使用する前および 8
運転時間ごとまたは毎日点検。

トトトララランンンスススアアアクククスススルルルオオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Dexron III ATF
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. ディップスティック取り付け部の周辺をきれいに
ぬぐう図 64。
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図図図 64

1. ディップスティック

5. トランスアクスルの上部からディップスティックを抜
き取りウェスで一度きれいに拭く。

6. ディップスティックを、トランスアクスルにもう一
度しっかりと差し込む。

7. ディップスティックを抜き出してオイルの量を読
み取る。

注注注 ディップスティックの平たい部分の一番上まで
油量があれば適正である。

8. 不足している場合は、適正量まで補給する。

ハハハイイイフフフロロローーー油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを
点点点検検検すすするるる
TC モモモデデデルルルのののみみみ
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—ハイフロー油圧

オイルの量を点検するTC モデルの
み。 初めての運転の前に必ず油量
を確認し、その後は毎日点検。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププオオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toro プププレレレミミミアアアムムム
油油油圧圧圧オオオイイイルルル19 リットル缶または 208 リットル缶。パーツ
カタログまたは代理店でパーツ番号をご確認ください。

トトトロロロ純純純正正正品品品ががが入入入手手手ででできききななないいい場場場合合合Toro のオイルが入手で
きない場合は、以下に挙げる特性条件および産業規格
を満たすオイルを使用することができます。オイルの専
門業者と相談の上、適切なオイルを選択してください

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動
液液液, ISO VG 46
物物物性性性

• 粘性, ASTM D445 cSt @ 40 °C 44-48 cSt @ 100
°C 7.9-8.5

• 粘性インデックス, ASTM D2270 140-152
• 流動点, ASTM D97 –37 °C-–43 °C
• FZG, フェールステージ—11 またはそれ以上

• 水分含有量新しいオイルで500 ppm最大

産産産業業業規規規格格格Vickers I-286-S, Vickers M-2950-S, Denison
HF-0, Vickers 35 VQ 25 (Eaton ATS373-C)
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに拭き、
キ ャップを外す図 65。

5. 給油口からキャップを取る。

g010324

図図図 65

1. キャップ

6. 補給口の首からディップスティック図 65を抜き、
ウ ェスできれいに拭う。

7. もう一度首に差し込んで引き抜き、オイルの量
を点検する。

注注注 2本のマークの間にあれば適正である。

8. 油量が少なければ上マークまで補給する ハイフ
ロー油圧オイルとフィルタの交換 (ページ 53)を
参照。

9. ディップスティックとキャップを取り付ける。

10. エンジンを掛け、アタッチメントを ON にする。

注注注 約 2 分間運転し、システム内のエアをパー
ジする。

重重重要要要 ハハハイイイフフフロロローーー油油油圧圧圧装装装置置置ををを ON にににすすするるる前前前ににに車車車両両両
ををを始始始動動動さささせせせててておおおくくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

11. エンジンとアタッチメントを止め、オイル漏れが
ないか点検する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換とととススストトトレレレーーー
ナナナののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量 7 リットル
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油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ Dexron III ATF
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン

ジンを停止し、キーを抜き取る。

2. 油圧オイルタンクの側面にあるドレンバルブをゆ
るめ、流れ出すオイルを容器に受ける(図 66)。

g009623

図図図 66

1. 油圧オイルタンク 2. ドレンプラグ

3. タンク側面のストレーナについている油圧ホース
と90°フィッティングの向きを確認記憶する図 67。

4. 油圧ホースと90度フィッティングを外す。

5. ストレーナを外し、裏側から溶剤で洗浄する。

注注注 取り付ける前に自然乾燥させる。

g002416

図図図 67

1. 油圧オイルストレーナ

6. ストレーナを取り付ける。

7. ストレーナに接続する油圧ホースと 90°ィッティン
グも元通りの向きに取り付ける。

8. ドレンプラグを取り付け、締め付ける。

9. 約 7 リットルの油圧オイルを入れる トランスアク
スル/油圧オイルの量を点検する (ページ 51)を
参照。

10. エンジンを始動させて運転を行い、システム全体
にオイルを行き渡らせる。

11. オイルの量を点検し、必要に応じて補給する。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるととと油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを損損損
傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

800運転時間ごと

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保
証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取る。

2. フィルタ取り付け部周辺をウェスできれいにぬ
ぐう。

3. フィルタの下に廃油受けを置いてフィルタを外す
図 68。

g010332

図図図 68

1. 油圧フィルタ 2. ハイフロー油圧フィルタ

4. 新しいフィルタのガスケットにオイルを塗る。

5. 取り付け部が汚れていないのを確認する。

6. ガスケットが取り付けプレートに当たるまで手で
回して取り付け、そこから更に1/2回転増し締め
する。

7. エンジンを始動して2分間運転し、システム内
のエアをパージする。

8. エンジンを停止し、タンクの油量を点検し、オイ
ル漏れがないか調べる。

ハハハイイイフフフロロローーー油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルル
タタタののの交交交換換換
TC モモモデデデルルルのののみみみ
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間—ハイフロー

油圧オイルのフィルタを交換するTC
モデルのみ。
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800運転時間ごと—ハイフロー油圧オイルとフィ
ルタを交換するTC モデルのみ。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量約 15 リットル

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののタタタイイイプププオオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toro プププレレレミミミアアアムムム
油油油圧圧圧オオオイイイルルル19 リットル缶または 208 リットル缶。パーツ
カタログまたは代理店でパーツ番号をご確認ください。

トロ純正品が入手できない場合Toro のオイルが入手で
きない場合は、以下に挙げる特性条件および産業規格
を満たすオイルを使用することができます。オイルの専
門業者と相談の上、適切なオイルを選択してください

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動
液液液, ISO VG 46
物物物性性性

• 粘性, ASTM D445 cSt @ 40 °C 44-48 cSt @ 100
°C 7.9-8.5

• 粘性インデックス ASTM D2270 140-152
• 流動点, ASTM D97 –37 °C-–43 °C
• FZG, フェールステージ—11 またはそれ以上

• 水分含有量新しいオイルで500 ppm最大

産産産業業業規規規格格格

Vickers I-286-S, Vickers M-2950-S, Denison HF-0,
Vickers 35 VQ 25 (Eaton ATS373-C)

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20ml 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro 代理店へ。

注注注 オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体を
洗浄する必要がありますので弊社代理店にご連絡くだ
さい。汚染されたオイルは乳液状になったり黒ずんだ
色になったりします。複数のアタッチメントを使用してい
る場合は、異なる油圧オイルが混ざることでオイルの
汚染が通常より早くなることがあるため、整備間隔を短
くしなければならないことがあります。

1. ハイフローフィルタを取り付けている周辺をウェス
できれいにぬぐう図 68。

2. フィルタの下に廃油受けを置いてフィルタを外す。

注注注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換する場合
には、フィルタに入るラインに栓をしてください。

3. 新しいフィルタのガスケットをオイルで湿し、ガス
ケットがフィルタヘッドに当たるまで手で回し入れ
る。その状態からさらに ¾ 回転締め付ける。こ
れでフィルタは十分に密着する。

4. 油圧オイルタンクに約 15 リットルの油圧オイル
を入れる。

5. エンジンを始動させ、約 2 分間のアイドリングを
行ってオイルを全体に行き渡らせ、内部にたまっ
ているエアを逃がす。

6. エンジンを止め、油量を点検する。

7. オイルの量が適正であることを確認する。

8. 抜いたオイルは適切に廃棄処理する。

緊緊緊急急急時時時ののの荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方
エンジンで荷台を上げられなくなった時には、スタータ
を使うか、もう一台のワークマンの油圧装置を使うかし
て上げることができます。

スススタタターーータタタををを使使使っっったたた荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方

昇降レバーを上昇位置にした状態でスタータモータを回
せば荷台を上げることができます。但し、スタータは10
秒間以上連続で回さないでください 10 秒使用したら 60
秒休んでください。クランキングできない時は、積み荷
を降ろして荷台アタッチメントを外し、エンジンまたはト
ランスアクスルの整備を行う必要があります。

別別別のののワワワーーークククマママンンンののの油油油圧圧圧装装装置置置ををを使使使っっったたた
荷荷荷台台台ののの上上上げげげ方方方

注注注意意意
荷荷荷台台台ににに資資資材材材ををを積積積んんんだだだままままままででで荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせ、、、確確確
実実実ににに支支支持持持しししななないいいととと荷荷荷台台台ががが急急急ににに降降降下下下すすするるる可可可能能能性性性ががが
あああるるる。。。適適適切切切ににに支支支持持持ささされれれててていいいななないいい荷荷荷台台台ののの下下下でででののの作作作
業業業ははは危危危険険険ででであああるるる。。。

• 車車車両両両ののの整整整備備備ややや調調調整整整ををを行行行ううう時時時にににははは、、、まままずずず平平平らららななな
場場場所所所ににに駐駐駐車車車ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、エエエンンンジジジンンン
ををを停停停止止止さささせせせてててキキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるるこここととと。。。

• 荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台もももアアアタタタッッッチチチメメメンンントトト
ももも空空空にににししし、、、昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダががが完完完全全全ににに延延延びびびたたた状状状態態態ににに
しししててて荷荷荷台台台ををを安安安全全全サササポポポーーートトトででで支支支えええるるる。。。

こここののの方方方法法法にににははは本本本体体体側側側のののカカカッッップププラララににに合合合うううクククイイイッッックククカカカッッップププラララ
ののの付付付いいいたたた油油油圧圧圧ホホホーーーススス片片片側側側にににオオオスススのののカカカッッップププラララ、、、もももううう一一一方方方
にににメメメスススのののカカカッッップププラララががが 2 本本本必必必要要要ででですすす。。。

1. もう一台のワークマンを、故障しているワークマン
に背中合わせに寄せる。

重重重要要要 ワワワーーークククマママンンンののの油油油圧圧圧シシシススステテテムムムにににはははDexron III
ATF オオオイイイルルルををを使使使用用用しししててていいいままますすす。。。油油油圧圧圧装装装置置置ののの汚汚汚
染染染ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、2 台台台のののワワワーーークククマママンンン救救救援援援車車車ととと故故故障障障
車車車ががが共共共ににに同同同じじじオオオイイイルルルををを使使使用用用しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確
認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

2. それぞれの車両で、クイックカップラホース2
本を、カップラブラケットのホースから外す図 69。
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g009822

図図図 69

1. クイックカップラホース A
2. クイックカップラホース B

3. 故障しているワークマンのカップラホースに、救
援用ホース 2 本を接続する図 70。

4. 使用しないフィッティングにはキャップをかぶせ
ておく。

g002429

図図図 70

1. 外したホース 2. 救援用ホース

5. 救援側のワークマンのカップラブラケットにまだつ
いているカップラに、救援用ホースを接続する上
のホースは上のカップラに、下のホースは下の
カップラに接続する図 71。

6. 使用しないフィッティングにはキャップをかぶせ
ておく。

g019543

図図図 71

1. 救援用ホース

7. 周囲から人を遠ざける。

8. 救援車のエンジンを始動し、油圧昇降レバーを
「上昇」位置にすると、故障側の荷台が持ち
上がる。

9. 油圧レバーをニュートラル位置にしてレバーを
ロックする。

10. 伸ばした昇降シリンダに、荷台サポートを取り付
ける 安全サポートの使い方 (ページ 32)を参照。

注注注 両方の車両のアタッチメントとエンジンを停止
させた状態で、油圧昇降レバーを数回前後に動
かし、内部の圧力を解放するとクイックカップラ
が外しやすくなります。

11. 作業が終わったら救援ホースを外し、各ワークマ
ンの油圧ホースを元通りに接続する。

重重重要要要 両両両方方方ののの車車車両両両とととももも、、、運運運転転転ををを再再再開開開すすするるる前前前ににに必必必ずずず
油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
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洗洗洗浄浄浄

車車車体体体ををを清清清掃掃掃すすするるる
必要に応じて洗車してください。水または水と洗剤で洗
浄します。柔らかい布などを使っても構いません。

重重重要要要 高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄機機機ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。圧圧圧力力力洗洗洗浄浄浄機機機
ににによよよっっっててて電電電装装装部部部ややや潤潤潤滑滑滑部部部ににに水水水ががが浸浸浸入入入すすするるるととと、、、問問問題題題ががが
起起起こここりりりやややすすすくくくなななりりりままますすす。。。まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルル、、、エエエ
ンンンジジジンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー付付付近近近ににに大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけななないいいよよようううににに
しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを駆駆駆動動動さささせせせたたたままままままででで洗洗洗車車車ををを行行行わわわななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを駆駆駆動動動さささせせせたたたままままままででで洗洗洗車車車すすするるるとととエエエンンンジジジ
ンンン内内内部部部ををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

保保保管管管
格格格納納納保保保管管管時時時ののの安安安全全全
• 格納はエンジンが十分に冷えてから行ってください。

• 裸火の近くに機械や燃料を保管したり、屋内で燃料
の抜き取りをしたりしない。

マママシシシンンンののの保保保管管管
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと—通常ブレーキと駐車ブ

レーキを点検する。

400運転時間ごと—ブレーキシューが磨耗してい
ないかブレーキを目視点検する。

使用開始後最初の 50 時間

600運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取る。

2. エンジンのシリンダヘッドや冷却フィン、ブロアハ
ウジングをふくめた車両全体を洗浄する。

3. ブレーキを点検する ブレーキオイル量の点検
(ページ 48)を参照。

4. エアクリーナの整備を行う エアクリーナの整備
(ページ 37)を参照。

5. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
テープでふさぐ。

6. 機体のグリスアップを行う ベアリングとブッシュの
グリスアップ (ページ 35)を参照。

7. エンジンオイルとフィルタの交換を行う エンジンオ
イルとフィルタの交換 (ページ 38)を参照。

8. 燃料タンクから燃料を抜き取り、きれいな燃料で
内部を洗浄する。

9. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付け
を行う。

10. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 20)を参照。

11. 冷却水エチレングリコール不凍液と水との 50/50
混合液の量を点検し、凍結を考慮して必要に
応じて補給する。

12. 車体からバッテリーを外し、電解液の量を点検
し、フル充電する バッテリーの整備 (ページ 42)
を参照。

注注注 保管期間中は、バッテリーケーブルを外して
おいてください。

重重重要要要 氷氷氷点点点下下下でででののの凍凍凍結結結破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、バババッッッ
テテテリリリーーーははは必必必ずずずフフフルルル充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。フフフルルル充充充電電電ししし
たたたバババッッッテテテリリリーーーははは周周周囲囲囲温温温度度度約約約 4°C でででほほほぼぼぼ 50 日日日間間間
電電電圧圧圧ををを保保保持持持しししままますすす。。。保保保管管管場場場所所所ののの気気気温温温がががそそそれれれよよよりりり
ももも高高高いいい場場場合合合にににははは 30日日日ごごごとととににに再再再充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。
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13. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付けや
交換、修理を行う。破損個所はすべて修理する。

14. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理を
する。

ペイントは代理店で入手することができる。

15. 汚れていない乾燥した場所で保管する。

16. 機体にはカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

クイックカップラの着脱がしにくい。 1. 油圧が解放されていないクイックカップ
ラに油圧がかかっている。

1. エンジンを止めて油圧昇降レバーを前
後に何度か操作し、その後にクイック
カップラを補助油圧パネルのフィッティ
ングに接続する。

1. 油圧オイルが不足している。 1. 油圧システムの整備を行う。

2. 油圧オイルの温度が高い。 2. 油圧オイルの量を点検し、必要に応じて
補給などを行う。代理店に連絡する。

パワーステアリングが重い。

3. 油圧ポンプが作動していない。 3. 代理店に連絡する。

1. フィッティングがゆるんでいる。 1. フィッティングを締め付ける。油圧フィッティングからオイルが漏れてい
る。

2. 油圧フィッティングのO リングが無くなっ
ている。

2. O リングを取り付ける。

1. カップラの接続が完全でない。 1. クイックカップラを外し、ていねいに清
掃してもう一度取り付ける。磨耗したり
破損したりしているカップリングは交換
する。

アタッチメントが作動しない。

2. カップラの接続が逆になっている。 2. クイックカップラを外し、補助油圧パネ
ルの対応する接続口に正しく合わせて
もう一度取り付ける。

エンジンを始動できない 1. 油圧レバーがON位置にロックされて
いる

1. 油圧レバーをのロックを解除してニュー
トラル位置にしてからエンジンを始動す
る。
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欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報を訂正したい場合などのアクセス方法
ご自身の個人情報を確認・訂正されたい場合には、legal@toro.com へ電子メールをお送りください。

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。

374-0282 Rev C

 



Toro 製製製品品品保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの
負担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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